
高瀬川流域自然総合調査報告書

高瀬川流域の植生
一主として亜高山帯と山地帯について一

　宮脇昭・原田洋・奥田重俊
　　（横浜国立大学環境科学研究センター）

昭和49年6月

高瀬川流域自然総合調査委員会



　　　　　高瀬川流域の植生

一主として亜高山帯と山地帯について一

Pflanzensoziologische　Studien疑ber　die　subalpinen

　　　　und　montanen　Stufen　des　Flusses　Takase

　　　　　　　　　　　　　　　　　1）　　　　　　　　1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　洋・奥田重俊　　　　　　　　　　　宮脇　昭・原田

　　　Akira　Miyawaki，　Hiroshi　Harada　und　Shigetoshi　Ok朕da

　　　　　　　　　研究協力者

　　　　　鈴木邦雄秘堀田一一弘1！大野啓一21

　　　　　佐々木寧11藤原一絵1！井上香世子3）

　　　　　平林国男41望月陸夫5＞

　　　　　　　　　臨twirkung　von

Kunio　Suzuk圭，　Kazuhiro　Ho枕a，　Ke呈ichi　Oh捻。，

Yasushi　Sasaki，　Kazue　Fuliwara，　Kayoko　Inoue

Kunio　Hirabayashl　und　Rikuo　Mochizuki

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1974

1＞横浜国立大挙環境科学研究センタ・一植生学研究蜜
（D。騨m。nt。f　V。g。・。・｛．。。　S。i。。ce　l。sti，。t。・∫£・vi…肥・t・l　S・ienc・a・d　Tech・・1・gy．　Y・k・h・m・N・伽a田・i・er・ity）

　　　　　　　　　　　　　　’
2）広勘大挙理掌部櫨物学教塞

　（Botαnical　Institute，　F臼culy　of　Science，　Hiroshima　University　）

3）　塞霞重艮脚髭隻土易

　（9akone　Town　O笛ce，　Kanagawa　Pref．）

4＞大田r山岳博学勿熊㌻

　（Ohm・chi　Muse・m，　N・ga・・P・e£）

5）　拳火田隻渓立ゴ易学尺萬等掌ξ交

　（Y鴨zaw融　｝｛igh　Schoo1，　Akita　Pref．）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一243一’



穏　　次

はじめに●’…’…………………’………”……245

1　調査地域と植生概観………………・…畠…・245

H　調査の対象と方法’●’……………・・一”………　247

　1　　牢直　生　 調　 査・・一・・・・・・・…　會・・。・…　。・・・・・・・・・…　　247

　2　群落組成表の作製・・…………・●’…………247

贋　記録された荊直生単位　…’9’…甲”…．’’’’”…”　248

　A高山帯………………・・…・………………248

　　1　高山針葉低木群落……………・…・・……　248

　　　D　コケモモーハイマソ群集……………248

　　2．風早計生低木群落…’●’………曲’“……251

　　　2）コメバソガザクラーミネズオウ群集………25董

　　3　雪田植物群落および流水縁植物群落………　252

　　　3）　タカネヤハズハハコーアオノ

　　　　　　　　　　　　　ソガザクラ群集…252

　　　4）　　ミヤマノで群集”噸曾’曾’ワ曾’’”噛吻齢○’”●●●・・・…　　253

　　4　　岩隙植物習羊落・・・…　一・・一・・・・・・・…　一・・・・・・…　　254

　　　5）イトイ群落・・・・・・・・・・・・・・・・・…一・・…一・一・254

　　5　　高し⊥」笹原植物群落。・・一．『◆’陰”…四’6’尋一一…　 254

　　　6）　ミヤマクワガターウラジロタデ群集………　254

　　　7）　イワスゲータカネソメクサ群落……254

　　　8）　コマクサータカネスミレ群集……255

　B　　盤藍高山ノ捧i；’”○’脅…’●●”“…．’’’’”脅・・・・・・・・・・…　一…　　256

　　1　亜高山針葉樹林…………………………　256

　　　9）　シラビソーオオシラビソ群集………256

　　2　藍高山夏緑広葉樹林………………’・一257

　　　11）　ミヤマハソノキーダケカンバ群i集……　257

　　三2）　カソラーダケカンバ群落……………257

　　　　亜高山河畔林・・…　。・・…　り・。・・師師・・・・・・・・・…　　259　3．1

　13）オオバヤナギードロノキ群集………259

　4．高茎草原および池塘植物群落…………260

　属）クロトウヒレンーミヤマシシゥド群集…　260

　15）エゾホソイ群集……………9…・・……260

5，崩壊地植物群落…………………………262

　16）　クロマメノキーアカモノ群落

　　およびヒメスゲーコメススキ群落……262

C　山地帯……………・一e…………一262
＆）自然植生・φ…………・…79ワ……………・・263

　L夏緑広葉樹林…………・一・………・…263

　17）　マルバマンサクーブナ群集…………　263

　18）ウ’ダイカンバーミズナラ群落………264

2．　　岩角ま也貧養林・・・・・・・・・・・・…　’’”●　9脅’’”響’．　265

　19）　アカミノイヌソゲ陶クロベ群集……265

　20）　コメツガーウラジロモミ群落：………266

　21）サイゴクミツバソソジーソが三二…266
3．　渓谷湿生林・・・・・・・・…　一9・。・・・・・・…　9・曾・。・・・…　　267

　22）　ジュウモソジシタ論サワグルミ群集………　268

4，河畔低木林………………・・……・………　270

　23）　ヒメノガリヤスーヤシャブシ群i集……　270

5．崩壊地および硫気孔周辺植物群落……　271

　24）シナノザサーススキ群落……………27】

　25）テンニソソウ群落●●’……’。卿’’’’”宵’岬○‘’272

　26）テキリスゲ群落曜○’………”。…’”……272

　幻）　フジアザミ群落………………’7’…．’272

6．岩隙地園生低木群落……………………276

　28）チョウジコメソソジ群落……………276

b）代償植生…………・・……・…………・・……・276

1，二次林…………一…9一…………一・・276

　29）　カスミザクラーコナラ群落…………　276

　3の　ヤマツソジーアカマソ群集…………277

2．伐跡群落…………一…・………………　277

　31）ヤナギラン群落………………・一…・277

　　3．路傍雑草群落………・・……・……………

　　　32）ナベナーエゾノギシギシ群落………

W　植生の保全および復元についての提案……

　1．高瀬川流域の植生の特性とその保金

　　　　　　　　　　　　　について…・・……・

　2．植生破嬢地域における植ξゆ復元について…

Vまとめ……………………………・・…

　　Z“sa蹴n砂nfassung・・…・…・・………一・・

　　参考文献　・・………………・……・…・…

　　　付表（Tab．1～32）

　　　付図（Fig．1～9）

　　　写　　藝；（　Pho乞．1～10）

280

280

281

281

284

285

287

289

寧Co糞もribuも重。捻s　from棚e　Dep鍵乞me簸t　of　Veget3tion　Science，　Insもit就e

of　Enviro琵願en｛ンal　Scie轟ce　a簸d　Technology，

Yo1くoha搬a　Na乞iona玉Universi乞y　No．34　　　　　　＿24感一一



は　　じ　め　　に

　日本自然保護協会の高瀬川流域の総合調査に際し

て我々は植生調査を担当した。北アルブル山系に源

を発し，松本盆地で屡川と合流し，倦濃川に注ぐ高

瀬川の流域は海抜3，180瀟から700mの高山帯，亜

高山帯から山地帯の下部にかけての山岳域である。

上流部は飛騨山脈（北アルプス）の槍ケ岳（海抜

3，1　80rn），　大天井岳（2，922m），燕岳（2，762，8搬）

餓鬼岳（2，6472m）などの東高山部と，函鎌尾根～

三俣蓮葦岳（2β41．2m），野日五挨β岳（2，92婆・3瀟），

鳥帽子岳（2β27鵬）とつyく西高山部の稜線に囲

まれている。

　地形は全般的にきわめて険しく，背陵部は高く，

峡谷部は深く，急角慶にそふり立つ山々の谷合いを

流れる水量は四季を通じて豊富である。とくに高瀬

川の上流地域が冬季モンスーンによる豪雪地帯で，

初夏からの融雪時の水量は多い。急峻な地形と貼ろ

い花簡岩の地質的特牲によって，一般に土壌は浅く，

母岩の露出しているところも多い。

　調査対象域の大部分は森林植生で被われていた。

槍ケ岳，燕岳の山頂付近はハイマソ群落で占められ

海抜2β00孤付近以下の雪崩れなどによる土壌の動

きのないところではシラビソ，オオシラビソによる

亜高山性針葉樹林が発達している。いわ㊥るハイマ

ソ帯とシラビソ，オオシラビソ帯の移行帯付近（海

抜約2β00m以高）ではダケカンバ，ミヤマハンノ

キを主とした強高山性夏緑広葉樹林が不連続的に

発達している。

　海抜1，700m以下のブナクラス域で，尾根部など

土壌の浅いきびしい立地条件下ではコメソガ，クロ

ベが帯状に生育している。山沿い，漢谷沿いの崩壊

土や流出土の堆積した土壌の深い湿生立地ではサワ

グルミを主とした高木林が発達している。

　以上のように相観的にも明瞭な植生区分が読みと

れる高瀬川流域の植生調査は地形の険しさによって，

登山道周辺以外への踏みこみ，踏査はきわめて鼠難

であった。

　したがって，3園にわたる現地踏査によっても，

かぎられた範囲での踏査しかできなかった（Fig．1）

以上の植生調査資料を乗鞍酷（3，0267π）などの我々

の既存の調査資料と比較して以下にまとめられた。
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玉調査地域と植生概観

　高瀬川は北アルプス槍ケ岳（3，1795肌）に源を発

し，松本盆地で信濃川の支流の犀川に合流してい駕

上流部は槍ケ岳東鎌尾根から大天井岳（2，922．1肌）

燕匿（2，762．8那），餓鬼岳（2、64Z2ηのと続く東山

稜と，西鎌尾根から三三［八二華岳（2，8喚1．2ηL），野口

五郎岳（2，9243加），鳥帽子岳（2，627ηL）と続く

西山稜との海抜2，60臓以上の稜線に囲まれてい届

天上沢と千丈沢は，北鎌尾根によって東西に分けら

れ手払出合から水俣川となり，双六岳や三俣蓮華岳

に源流をなす湯三州と合流して高瀬鎖となって北．上

し，不動滝付近から流路を東にかえ大町くと流れて

いる6

　地形は全毅に急峻で土壌は浅く，母岩の露出して

いるところがきわめて多い。さらに地質購造隷に平

行する破砕帯に一致しているため不安定な環境を形

成している。

　また，三俣蓮華岳や双六雷の東働にはカール地形

が，野口五郎雷や縦山岳周辺には二重山稜などの氷

河地形も発達している。

　地質は大部分の地域が豪商岩からなり立っている。

特に燕岳山頂付近には花畠岩の巨：岩や風化した白砂

がハイマソの緑と調和した特異な景観を形成してい

る。槍ケ岳や二俣岳周辺には玲岩，石英斑岩が，大

天井雷には粘板岩や砂岩などが部分的にみられる。

　高瀬川流域は河成段丘，崖錐からなる砂礫土から

講成されている。不鋤滝付近までは谷輻は広く200

皿に達しているところもある。

　植生は調査対象地域のほとんどが森林櫨生によっ

て占められている。海抜2βOOηし以上の急斜面や雪

崩などの物理的破壊作用を受ける立地では，ダケカ

ンバ，ミヤマハンノキ，ウラジロナナカマドなどの

亜高山夏緑広葉樹林が発達している。

　尾根部や雪崩の影響の少ないところでは，オ才シ
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ラビン，シラビソ，　トウヒ，コメソガなどからなる

亜高山針葉樹林が形成されている。立地の安定して

いる尾根筋では，ハイマツ群落と隣接している。

　高瀬川流域の西側山系を購成する烏搦高岳，野口

五郎岳，鷲羽岳，三俣蓮華岳を結ぶ稜線は，冬季季

節風が直面する剣岳，立山，薬師岳の立山連峯の第

1線山脈に対して第2線山脈となっている。したが

って，雪の影響は緩和され，地形が急峻なため針葉

樹林が広く生育している。表層土の浅い岩角地は，

コメツガ，クロベ林が海抜2，GOOη以下の地域に広

範囲に分布している。海抜1，15Gη診前後でソが林へ

移行している。

　ブナクラヌ域（海抜70臓面高）の斜面下部の

扇状地状の崖錐地には，サワグルミ林が樹高20ηL

以上に発達している。中性立地の安定地にはブナ林

が生育している。これらブナ林の林床には，オオバ

クロモジ，チシマザサ，エゾユズリハなど裏日本特

有の種群が高常在度でみられる。

　一：方，高山の砂礫風底地や河辺の氾濫原などのよ

うに植物の生育にとってきわめてきびしい環境条件

下では森林植生は成立できず，草本植生が國塊状に

生育しているにすぎない。

　風あたりが強く，冬に積雪の少ない山頂部や尾根

筋には，風衝霊獣低木群落や高山風衝草原がみら

れる。また融雪がおそく，いつまで亟雪が残るとこ

ろには雪田植生が発達している。とくに三俣蓮華岳

や双六岳周辺のカール地形の地域において特異的で

ある。

　流水域に接する不安定地には冠水の程匿により多

種多様な植物群落が生育している。河辺や河床部は

降雨時の増水にと亀ない冠水する。またそれによっ

て物理的撹乱を受ける立地は小石やあらい砂から形

成されているため透水駐が強く，保水力はなく，減

水時にはいちじるしく乾燥する。したがって流水域

に生育する植物は，一般に乾湿両極端に耐える種類

が多い。今回の調査では，河辺ぞいの不安定地にコ

メススキ群落，テキリスゲ群落などの草本植物群落

といくぶん安定したヤシャブシ群落，オオバヤナギ

ードロノキ林が認められた。

　調査対象地の植生配分模式はF玉g．9に示されて

いるo

H調査の対象と方法

　現地調i査は1971年7，8月および翌年7月の

3蹴にわたり行なわれた。現地では植生調査

（Vegeもationsaufaahme）を中心に調i査が進めら

れた。植生調査資料は室内における表組みかえ作

業によって，植物社会学的群落単位の決定が行なわ

れた。

1．植生調査

　植生調査の対象は自然植生に中心がおかれたが，

人為植生について亀若干の資料が得られた。

調査はBra凱一BlanqU・も1964の植物社会学

的調査方法によって行なわれた。野外において各植

物群落の典型的と晃なされる植分について，植物社

会学的な植生調査が行われた。調査対象地域内の全

出現種にわたり階層別に完全：な種のリストが作製さ

れた。群落階層は森林のような多層群落では，高木

層B蓋（Baumschichも一王），亜高木層B2（Bau小一

sch圭eht－2），低木層S（Sもrauchschicht），草：

三層K（Krautsehichも），癬苔層瓢（Moo鼻schi－

chも）に分けて各階層の全幅被率が推定された。

　各階層の高さはあらかじめ設定しないで，それぞ

れの群落の成層に応じて決められた。ついで各層の

出現種について優占慶は全推定法により群匿（5階

級，　E11e論berg　1956，BraUn－B13ロqUe　t　1964）

とともに量的心慮が与えられた。植生調査の一例は

Tab．1に示されている。

　その他に調査植分の海抜高，方位，傾斜，微地形

土壌条件，入為的影響の有無および程度など現地で

判定しうる範囲でできるだけ多くの立地条件につい

て記録された。また，植生断面模式や植生配分模式

も必要に応じて記録された。

　その焼腹，現地において約200箇の植鑑調査資

劉（Vegetationsaufnahrne）が鴛られた。

2．群落組成表の作製

　現地調査で得られた調査資料は，ほぼ同じ群落に

属すると考えられる資料ごとにまとめて，それぞれ

の群落組成表に組まれた05獺方眼紙を利用して素表

常在細細，部分表，区分表，群集表へと比鞍検討し

ながら組みかえ作業が進められた。とくに部分表に

ついては何回も組みかえが行なわれた。
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τab．　1　Beispiel　fur　ei澄e　Vegetationsa登f識＆hme

　　　　植生調査の一例

Name　d。Gesellsch．　マルバマソサクーブナ強
直u鉱Nr。　C－11　Dat’71。8。19Grち．　七倉沢
Auf掩．voゑH．H。　K．0．　K．1．

B囲1　18η乙　80％

B縮11ηz　20賓5
S　　4η　60％
KO。3η多25％

Exp．u．　Ne玉9登ng　SE　20
｝至δhe　這．高月．1140η乙

　20　×　20　qm

Artenzahl　30spp。

⑤5・4ブナ

⑤P2ブナ
　　　ユ・1　ヒトツバカエデ

　　　十　　コシアブラ

　　　十　コハウチワカエデ

⑧3●3
　　2・2

　　1・2

　　1・2

　　1・21

　　十
　　十
　　十
　　十
　　十．

　　十
　　十
　　十
　　÷

チマキザサ

タムシバ

オオパクロモジ
エゾユ・ズリハ

チシマザサ
ブ　ナ

ヒトソバカエデ

ハウチワガエデ

コミネカエデ
リョウブ

ヤマウルシ
アオダモ

オオカメノキ
ノリウソギ

　群落組成表は会津駒ケ岳・田代山周辺（宮脇，伊

藤，奥田1967），越後三山。奥只見周辺（宮脇他

1g銘）ダ乗鞍岳（宮脇，大場，奥田1969）の植生

調査資料および他の既発表，未発表の資料と比較検

討されながら地域的な群落単位の把握が試みられた。

顕　記録された植生単位

A。高山帯AIP圭ne　Stufe

　高山は低灘，低圧，強風など環境条件がきびしく，

生物の生育期間は夏3ケ月前後で短期間で開花，結

実というサイクルを終えなけれぽならないQ

　高山帯を最も特高づける群落は，コケモモ附ハイ

マソ群集の常緑低木林である。特に燕岳山頂付近の

ハイマソは花嵩岩の巨礫や風北した真白な砂と緑臼

のコントラストを形成し極めて印象的な景観を講成

している。一般的には，コケモモーハイマソ群集域

で絶えず強い風衝作用を受ける乾性立地には，カー

ペソト状や斑紋状にコメバツガザクラーミネズオウ

躰

⊃

⑭

　　　亀A

←A積fn．一

⑭1・2
　　1・2
　　　十

　　　十

　　　十

　　　十

　　　十

　　　十

　　　十

　　　十

　　　十

　　　十

　　　十

　　　十

　　　十

　　　十

ハイイヌガヤ

ソルアリドウシ

タムシバ

ウワミズザクラ

オオカメノキ
シノブカグマ

オオハナヒリノキ
ブ　ナ

コシアブラ

ツタウルシ
エゾユズリハ

ヤブコウジ

ホンシャクナゲ
アクシバ

コミネカエデ
ヤーく7　ト轄リ　ゼンr7　イ

ユキザサ

ヤマソテソ

ヤマウルシ

ヒメモチ

群集の擾生低木群落がみられる。

　凹状地形や北向き斜面など多量な積雪のある場所

には雪田植生であるタカネヤハズノ〉・コーアオノソ

ガザクラ群集の乾性雪田植生が断片的に生育してい

る。

　山頂周辺や山稜三二の不安定な砂礫地にはコマク

サータカネスミレ群集，イワスゲータカネソメクサ

群落，ミヤマクワガターウラジロタデ群集などの高

山荒原植物群落ヵ鱗な団塊状の群落を彩成している。

また，これらの高山荒原植物群落は，モザイク状に

入りくんで生育している。

　その他に岩隙に生ずるイトイ群落や残雪から流出

する流水に沿って細く線状に生育するミヤマイ群集

も晃られる。

1．高山針葉低木群落　Zwergkiefergeb船ch

　1）コケモモーハイマツ群集

　　Vacci追io－Pineも㎜pumilae（Tab．2）

　ハイマソ群落は，本州中部以北の高山には普通に

一248一



§

　　　な
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恩㌦“心、lli’賦

多勿〃〃碑’

識“1い、、

　　1　　2

Fig．2

磁

　　　　§
矯蟻轟
　　　　ま
w　　・の　蝕

　　　’　　　、

　　炉　，

轟謬ん〃考“吻

　　；苫γ

禽紗〃・酔い1
り　　の

、弟’こ頴　’
　　ヘ　　ウノ

　　凱廟
φ8蕗

軽吻勿。鼎

’

、u’〃

隷ξ

’

〃ノノ「

色蜀
，♂

じ

1　3　　蔭　 56　789　3　　5　　 7682　9　1　3　　　569　8　1

コケモモーハイマツ群集断面模式

Veg6もatio設sprofil　des　Vaccinio－Pinetum　p琶m韮1ae

L　Z）θ80魔肌μ観∫♂躍払03αコメススキ

2．Sんoγ翻α30認απε〃。掘θ3　イワカガミ

3・R払謡3P84α勧3　コガネイチゴ

4．P島解oz目皿　30ん惚68幅　タチハイゴケ

5．E7πp¢6γ翻短g働ηL　var。ノαpo福。膿ガンコウラン

みられるに亀かかわらず，高山という画一的できわ

めてきびしい立地条件の亀とに生育しているためハ

イマツ群落と結びつく種は制限され，種組成が貧化

している。群落を購成する林床植物は，コケモモ，

クロウスゴ，オオバスノキなどの7α00語謁η（スノキ）

属，コガネイチゴ，イワカガミ，ミツバオウレ’ソの

ような小形草本植物およびタチハイゴケ，イワダレ

ゴケ，＼ダチョウゴケなどの蕪苔類が中心となっている。

これは藍高山針葉樹林の旅末植物と類似した種購成

を示している。ハイマツ群落も同様に針葉の枝葉が

密集するため林床が暗い。また厚い未分解の落葉層

が堆i積しているのが原園と考えられる。

　ハイマツは乾燥に対する抵抗力が強く岩上，岩貸

地に愚生育するが，嫌雪性のため残雪が遅くまで残

るところや礫が移動するような立地では群落を形成

することができない。

　調査対象地の三俣蓮華岳，野口五郎岳，双六岳な

どで得られたハイマソ群落はいずれ弘コケモモーハ

イマツ群集にまとめられた。コケモモーハイマソ群

集は，立地の変化にもとつく種組成の相違からコガ

ネイチゴ，ミソバオウレソ，クロウスゴ，ゴゼンタ

チバナによって区分されるコガネイチゴ亜群集と，

特別の区分種を貼たない典型亜群集とに下位区分さ

れた。

　典型亜群集は，尾根筋の風衝作用の強い立地に生

膏している。出現種数は6～10種と少なく草本植

6．

7
8．

9．

Pぬ翻P膿湿α　ハイマツ

5　6

グαoo臨謡肌。びα島メ。面払皿クロウスゴ

μαoo乞η，乞μ疏　〃乞漉5・一乞♂α9α　コケモモ

Coア麗86γげ。面α　ミツバオウレン

、、“

物はほとんどみられない。一方，地衣類が特徴的に

出現している。ハイマソの樹高は低く1肌以下であ

る。

　コガネイチゴ亜群集は，風背地壇に発達し，出現

種類亀．11～19種と典型亜群集に比較して多い。

コガネイチゴ亜群集はさらにイワダレゴケ，タカネ

ナナカマドをもつ植分と，ダチョウゴケ，タケシマ

ラシ，マイヅルソウによって区分される植分および

それらの種群の生育がみられない典型植分とに細分

された。コガネイチゴ亜群集は，小林（1971）

のコガネイチゴーハイマソ群集に相賦する亀のと考

えられる。
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Tab．2Vaccinb－Pi睦etum　pumiiae

　　　　コケモモーハイマツ親船

A．typi・・m典型亜群集
B．Subass．　von　Rubus　pedaωsコガネイチゴ亜群集

　a．Variante　von　Hyloc・mium　splende目sイワダレゴケ変群集

　b．Typisc』e　Varia蔽te典型変群集

　c．Variaロte　von　Maianth晦um　dliatatu田マイヅルソウ変群集

　　　　　　　　　　　　　　　　　　卜A

Nr．δ．　Au‘naトme：

i）aζu揃d．Aufnah田e　（’71）：

銭δhe日．　Meer（m）：

εxposition　＝

醤eigung（o｝l

Gr6sse　d．　Probef匡acトe　（m　Xm）：

　｝｛δ卜e（韮，Strauehschic｝1t　（蹴）：

　Decku目g　d．　Strauchschicht｛％）：

　8δbe　d．　Krautschicht（m）：

　Deckur隆g　d，　Kr駐utschicht　（％）：

　Decku轟g　d．湿oosschicht（％）：

　Artenzah｝：
Kenn．　u．↑re目聰rte識d．　Ass．　u．　Verb．：

調査番号
澗査年月B

海　抜　高
方　　　 位

傾　　　 斜

調査面積
抵木骨の高さ

低木顧植被率
草本腰の高さ

草本謹植被率

B

．1　2　3　4
8　8　8　8
11　9　11　9

・骨・卜・
56789王011121388888888891010999101010

14　　15　　16　　17　　18

8　8　8　8　8
10　11　10　10　10

鵬）麗）2惣〕2拷02忽02700㎜2脳）2綴02ア702700鵬）脳02鰯2溺0艶）鰍〕2760

謝WSWNNENNEWWSS鐙照WS授M帆N　N　SE一．・NN
2〔）10叙）152）55410窓）55555－5105x53×5薦3×55×55×55×55×54×54×5抄く35×55×55×55×55×55×55×5

03

0，1

2

03　　α3　　0．7　　　1　　　1　　　1

go　95　9595　鮪　鱒
0．1　0Ω5　0玉502　05　02

6D　淑）　2）　50　蟹）　20

α8　08　　α7　0．7　　1．5　　1．2

鮪駁）　go　go　go　go
O2　　0，3　　02　　0．3　　0．2　　0、3

欲）　《）　10　和　90　60

1508　1　1　2
go弱　弱　go　弱
0．5　　03　　0，3．　0，5　　0．5

8）40　30　駁）　60

　Pinus　purnila

　Vaccinlum　vitis騨idaea

　Rhododendron　aureし奪m

　立．．曲＆ss：
　汽ubus　pedatus

　Vacci「｝iU「novalif⑰hum

Coptis　trifoha

Deschamps温a　flexu・sa

（二〇rnus　canadeasis

Sorbus　matsumurana

Trennarten　d．　Variante：

Hyi・C・漁m　spiendens

SGrbus　sa田buci正。董ia

蘇苔騒植被率

o　現　種　数
紛　70　30　鴇　30　70　10　10　豹　60　湧　～㊨　20　鋤　切　80　7D
T　　　6　　　7　　　6　　　7　　　11　　12　　　13　　16　　18　　　15　　　16　　　19　　17　　　王3　　15　　　16　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

？0

P7

鮮築・賞品の標目種と区分樋

ハ　イ　マ　ツ　S

R　ケ　モ　モ　K
LバナシャクナゲK

5・5　594　5●5　5曾5　5●5　5。5　5●5　5・5　5曹4　5●5　5●4　5●4　　5●5　5●5　5●55。5　5・5　5●4

怩Q　3，3　3●4　1．2　i●2　　　ト　　　＋　　2。2十．2　1。2　2●2　　・　　　●　　　寿　　　＋　　1．2　2●3

怐@　3。3　　・　　2。2　3・4　1●2　2・2　　●　　　←　　1。2　2・2　　2P3　　峯●2　　　●　　　．　　1・2　　　●

，十

Streptopus　streptopoides　var．　japonlcusタケシマラソ

も｛aianthemu田d紅監atatum

Ptlilumαista－castrensis

nn－u．　Tre馳n＆rten　d．

h5heren　1三iμheiten　＝

Dicranu口臓majUS

PIeurozlum　schreberi

Vaccin睡ms孤alhi

Oxa董藍s　acetoseHa

亜油壷区分種

　コガネイチゴ　　K

　クロウスゴ　　S
　　　　　　　　K
　ミツバオウレン　K
　コメススキ　　 K：

　ゴゼンタチバナ　K
　ウラジロナナカマトS

　　　　　　　　K
変群集区分種

　イワダレゴケ　　M
　タカネナナカマド　S

　　　　　　　　K
　　　　　　　　K
　マイヅルソウ　　K
　ダチョウゴケ　　瓢

上級単位の擦徴顛と区分唇嚢

チシマシヅポゴケ

　タチハイゴケ
　オオバスノキ

コミヤマカタバミ

匿　　　　　　　 随　伴　種　Shortねso五daneUoldes　　　　　　イワカガξ
　£rBpetrum麟grum　var・｝apO頃cum　　　ガンコウラン

　Solidago　virga－aur磁varjeiocarpa　コガネギク

　Gau廷heria　miqueiiana　　　　　　　　　シラタマノキ

　T・IP・t・1・i・b・act・・t・　　　　　ミヤマホ”シ

　C・i・m・g…tis　l・ngl・et・　　　　　ヒデノガリヤス

　Tr韻・ette・i・ia脚ica　　　　　モミジカラマツ
　Vaccinium　uliginosum　　　　　　　　 クロマメノキー

　Lycopodiu鵬an跨otinum　var．包crlfolium　　タカネスギカズラ
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●　　　　　●

●　　　　　●

十・2三・2

十・2　・

　　十

　　拳

　2・3

．　；

←　　。

，　　　　●

2。3　÷

・　　　　　　●

9　　　　　　●

・　十　　　　・

←1・2　　2・3
●

・

．

・

●

o

o

÷

・

o

・

●

o

●

●

●

●

←

●

÷

●

8

0

÷

o

十

十

〇

ナ

．

●

出環1回の種　A慧sserdem　le　ein田ai　iロAufn・翫8：Rhodode【1dron　brachyc融rpumハクサンシャクナゲS一＋・in　9＝Cabmag「ostis｝匙ak。n磐sis

　ヒメノガリヤスK一十，Aaemoロe　debilisヒメイチゲK一十，　in　11：Vacciaium　sトik蘇ianum　　rρルバウスゴK一十，　in　121Caiamagrostis　langsdorf£ii

　イワノガリヤスK－1・2，　Tihngia　a｝ane糀si5シラネニンジンK一十・2，　Tronius　rieδerianus　var．｝aponicusシナノキンバイK㎝十，　in　13＝PhyUodoce

　。1，。宅i，、ア叡ツガザクラK－3・3，P。。ced。。u田m・1ti・itt・亀・mハクサンボウフウK～＋・2，　A・㈱・e…ci・・i‘i・ra・・クサンイチゲK一＋・T・i・・tali・

　europaeaツマトリソウK一十，　GentiaBa　nipジoBica　ミヤマリンドウK一下，しuzula　rostrata　ミヤマヌカボシソウK一十，瓶14：Lonicera　tschonoskH
　君ヒ、ウタンボクK－2．2，R。b。、，e㈱・ベニバナ嶽ゴK－1・2，1・17・C・・e・・xy・・d・・ヒメスゲK一＋・i・18・C・・e・h急k・・ensl・コハ1以ゲ

　K－1・2．

　B・y・phyt…1・d…g・i・・se・群苔類は一音陛酪
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Tab．3Arcteric6－Loiseleurietum
　　　　コメバツガザクラ

Nr．　d．　Aufnahme：

r）atum　d．　Aufnahme；

H6he　U．氏leer（鵬〉：

1｛二xpos…tion　；

Nei墓ung（。〉：

Grδsse　d．　Pじobe月賦che　（ητ2）　：

H6hed．　塾（と・auもsch1Cht　（．ητ〉　：

Deckung　d．　Krautschic｝亙t（％）：

f）eck・・g　d．　M・・sschicht（％〉・

Arte“zahh

一 ミネズオウ群落

　　　　　　　調・査番　号
　　　　　　　調査年月日

海抜　高　度
方　　　　位
傾　　　　斜
調　査面　積
草本層の高さ
．草本層植被率

蘇三三植被率
出　現種　数

Kenn＿u．　TreRnarten　d．　Ass．　u．　VerbandeSl

　A：・ctous　alplnus

　Vacci海ium　ullginosum

　LO1seleuria　prcumbens

　Arct登rica装ana

　Empetrum　nigrum
TreRnar毛en（圭．　Subass．；

　Poten毛田a　matsumurae
　Carex　vanheurckli

　Gentiana　algida
　r）iapensaia　茎apponica

Begleiter　l

　Carex　pyrenaica

　Thamnoha　vermicularis
　Cladonia　sp．

　Aulacomnium　sp．

　£upharsia　i織slgnls　var．　nummu｝aria

　KObresia　bel｝ardii

　Vacciniurn　vi宅is＿i（玉aea

　Sedum　rosea
　Hedysarm　vicioi（les

　Campanula　chamiss・nis
　八玉inu「rt｛a　hOndoe纏siS

　、Ziola　crassa

　Carex　stenantha

群集および翻田の標微種と

　ウラシマソソジ
　クロマメノキ
　ミネズオウ

　コメバソガザクラ
　ガンコウラン
亜群集区分種

　ミ．ヤマキンパイ

　ヌイオスゲ

　トウヤクリンドウ
　イワウメ

随伴種
　キ・ンスゲ

　ムシゴケ
　ハナ：ゴケ

ナガミチ習ウチンゴケ属の

ヒナコゴメグサ

ヒゲハリスゲ
：コケモモ

イワベンケイ
イワオウギ’

チシマギキョウ

タカネソメクサ

タカネスミレ
イワスゲ

　1　　2　　3　　4　　5
　72　　72　　72　　72　 72

　7　　7　　7　　7　　7
　22　　　22　　　21　　　21　　2】

2850　　2850　2720　28902870

　一　　一　E　　S　認
　．一　　一　 25　　10　　5
　3　　　L5　　　6　　　　6　　　20

　05　 0．05　0．1　　0．1　　0．玉

　75　　70　　70　 35　 30

　10　60　　40
　6　　7　　12　　8　　9

8，y・phyt…　i・d・・sg・1assen酵苔類は省略

2．風上声生低木群落 Zwergstra疑chhelde

　2）コメバソガザクラーミネズオウ群集

　　Arcterico－Lolseleurietum　（Tab．3）

　風あたりが強く冬に積雪の少ない高山の山頂部や

尾根部には，コメパソガザクラーミネズオウ群集が

ハイマソ群落の周辺にカーペット状に生育している。

群落を構成する種群は，ミネズオウ，ウラシマソソ

ジ　コメバソガザクラ，クロマメノキなどのソソジ

科の低木植物と，ムシコ．ケ，ハナゴケ類などの地衣

類が主体：となっている。ここに生育する植物は風衝

やそれに伴う乾操に対して溜芯し，風衝矯生低木群落

を形成している。

メ誹種

。2　　3・3　　4・週　　　2；三醐

●　　　茎・2　　1脅2　　　1・2　　2◎2i

鋼み3　．　．＋・2i
　　十　　　　　。　　幽◎　　。ll・2

・． {・2…　　1

。　・r屍一「ゼ　…ゼ；
。　　　　o　　l一←。2　　　2・2　　1・21

・　引＋　＋　判
・・ k＿±＿土i

十

2・2

4・4

種。

o

■

o

o

◎

◎

o

o

o

÷　　。　　。　　。

・　2・2　　。　　。

。　3・3　　。　　。

i・2　　。　　。　　。

。　i・2　　。　　。

。　1・2　　。　　o

。　十・2　　。　　。

。　十・2　　。　　。

。　　十　　。　　。

・　　。　　十　　。

。　　。　　十　　。

・　　。　　・　十・2

。　　。　　。　　十

　風衝作用が強いため積雪が少なく冬の寒さかきび

〔、く，乾燥4、はげ｛、い環境条件下に生育ずるコメパ

ソガザクラーミネズオウ群集は，、ハイマソ群落の林

縁群落として発達し，カーペット状に断続的にみら

れる。
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Tab．4 Anaphaho　一且hy目odocetum　aIeu之icae
口置ネヤハズハハ：｝一アオノツガザクラ群集

Nr　　（圭。　Au｛nahme　　： 調　査　番　号 1 2 3 4

Daも賛m　d．　Auf無ahme　： 調査年月日 懸72 172 172 172

7 7 7 7

23 23 22 22
Hδhe這．Meer　＠）　： 海　抜　高　度 2750

一 25202520

＆【position： 方　　　　　位 醜 E 齪 即
Nei幽9．（。） 傾　　　　　斜 40 20 10 10
Grδsse　d．　Probefl言che　（㎡）　： 調　三面　積 6 6 4 4

1｛δhe　d．　Krautschicht　　（ηの　　： 草本層の高さ 0．1 α15 0．1 0．1

Dec｝（ung　d．　Kra疑むsch韮chも　（％）　： 草本層植被率 80 80 80 80
Deckung　d。　Mbossch童chも　（％）　： 蘇苔二三被率 20

｝
10 10

Artenzah1： 出　現　種　数 9 9 12 15

Kenn－u。孚re箆narもen　d．　Ass．： 群集標徴種と区分種

Shortia　soIdanelIoides　f．　alpiaa コイワカガミ 1・2 王・2 ←2 十

A簸aphal　is　aやico　la タカネヤハズノ〉・コ ● 1・2 1・2 P2
Artemis重a　sinanensis タカネヨモギ ● o o 十

Tしre議narむe轟　d．　S殺bass．　： 亜群集区分種

Ge捻tiana　Ri沿ponica ミヤマリンドウ
r一僻｝心一『皿一岬｝一一一『一｝・
P一←2　・　・　＋i

Peuceda典㎝multivitもaも㎜ バクサソ沢ウフウ
！。　　十　　。　　十1」＿P一脚＿＿＿＿＿噌輔　＿＿構」

Kenn－u．Trennarten　d．　hbheren　Einhe重ten： 土級単位の標徴種と区分種

Phyllo（董oce　aleutica アオノツガザクラ 4・5 4・4 4・4 4・4

Geum　　pel｝tapetalum チングルマ 十・2 ● 2・2 1・2

Lycopodi峰m　s壼もchense　var．　nikoe捻se タカネヒカゲノカズラ 十・2 o o o

Beglelter： 随伴　種
Soliδago　virga－aurea　var。1eiocarpa コガネギク 十 十 十。2 ヤ2
孚ofle圭δia　okuboi ヒメイワショウブ 1・2 o 十 十

8yPericu磁kamもsc難aもic㍊磁vaL　senanense シナノオトギリ ● ◎ 十 十

Pedicularis　yezoe登s エゾシオガマ o 9 十 十

IXeriS　dentata　V践r．　ki短Ur鼠無a クモマニガナ o o 十 十

Fesもuca　ovina ウシノケグサ o o 十 十

Selaginella　se王aginoides コケスギラン o o 十 十

Carex　blepharicarpa ショウジ∋ウスゲ ● o 十 十

He玉on三〇psis　orienもalis ショウジョウバカマ 十・2 ● o o

R雛bus　pedaもus コガネイチゴ 十 o o ◎

Gaultheria鵬i儀uelia聡a シラタマノキ o 十・2 9 ■

Vacci臓i建m　ovaUfo圭圭㎜ クロウスゴ ● 十・2 o o

Hier鼠ciu搬　3aponicum ミヤマコウゾリナ o 十 ● o

Ped圭cu玉aris　c蓋amisson　is　var．　japon圭ca ヨツバシオガマ o ÷ 9 o

Bryophyte薮sind　a縫sgelasse盈蘇苔類は省略

3，雪田植物群落および流水縁植物群落

　　Schneebode！｝一Gesellseha｛も　疑nd

　　　　　　　QueIl鍼uren－Gesellschafも
　3）　タカネヤハズノ〉・コーアオノツガザクラ群集

　　A籍apha玉io－Pyllodocetu塒aleuもicae（肱b。4）

　コケモモーハイマソ群集域の平担地や凹状地には，

夏になっても残雪が消えず雪田を形成している。これ

ら雪鐙の周辺には，アオノソガザクラ，タカネヤハズ

ハハコ，チングルマなどの種群によって特徴づけられ

る雪田植生（Sch塾ee硲lchenvege捻tio総）　がみら

れる。堆雪斜薦の凸状地や露岩の多い礫地は，融雪後

乾燥し，上記植物を中心とする乾性雪田植生のタカネ

ヤハズノ〉・コーアオノソガザクラ群集が生育している。

　今回の調査で得られたタカネヤハズハハコーアオ

ノツガザクラ群集は，裏母本型気候下の本州中部山

岳に広く生育するミヤマリンドウ亜群集としてまと

められた。赤石山系の寡雪地域のシナノヒメクワガ

タ亜群集：に対してミヤマリンドウ，ショウジョウス

ゲ．バクサンボウフウなどを区分種として多雪地帯

の植分として下位区分される。

　雪田植生を講成する種群は残雪により生育期間が

短縮させられるが，冬の寒さを雪によって保護され

るという利点を亀っている。したがって群落は冬季

季節風の風背地側一とくに主稜山脈の北東斜面一に

おいて発達している。調査対象地では三俣蓮華岳東

側斜面，双六岳北東斜面で顕著に発達している。
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Tab。5　　Junce竜纏m　beri轟gensls
　　　　　ミヤマイ群集

Nr。　d．　Aufnahme　： 調　査　番　号 1 2 3 4 5 6 7　　8 9 10 11
D呂をurnd．　Aufnahme　： 調査年月日 71 71 量7王 71 71 監71 17玉171 17至 婁71 171

8 8 8 8 8 8 8　　8 8 8 8
11 11 11 9 9 10 9　10 11 11 11

壬｛6he　｛i．　Meer　（肌）　： 海　抜　高　匿 おgo騰go漁鋤盤oo鋤懇oo鵠。田026GO臨
　　　，　　　，　　　　　　　　　o
dxpO　S三t　10葺　・

meigu㎎　（。）：
frδsse　d・Probef工琶che　（㎡）

方　　　　　位
X　　　　　斜
ｲ　査　面　積

＝4 二1．5 二2．4 ＝4 三8
W54 WNE
Q　　2

S　　2

㎝2

一NE
@30
@　1

S54

Hδhe　d．　Vege｛君tio陰＠）： 植　　生　　高 03 03 03　03 03 03　0．15　0．150．2　0．3 0．3
Deckung　d・Vegetaもion（％）　： 植　　被　　率 60 60 6G 7G 7G7G 95　6｛｝ 4G 8595
Arもenzahi： 出　現　種　数 2 2 4 6 4 8 4　　11 虞 8 14
Kenllart　d．　Aヨs．　： 群集標三種
Jun㎝s　beringens　is　　　　　　　　　　　　o ミヤマイ 4・4 4・4 4・4 4・5 4・4 4・4 2・32・24’4 2・2 2．2
Tren職art　d。　Subass．　． 亜群集区分種
Veratrum　sta．mineum
srennarteτユd．　S賢bass，　：

　コバイケイソウ

沍Q集区分種
二王亘鷺1 o o o O　　　　　o o o o

Descharnpisis　　caespitosa　var．festucefolia
s11｝ng隻a　a3anensls

@PO㌻entilla　n臓tSU㎜rae
bareX琿re鷺a　ica
sre澱arちe貧d．　Var　iante　：

　ヒロバコメススキ　　構　　　、　　　　　　　　　　　　　↑　シフ不日ンシン

@ミヤマキンバイ
@キソスゲ
ﾏ群集区分種

二二 ∵＝ 二＝

鞍蔑野i汗；マ溜1・・＋25’53曹3幸2・21・2iヒ．．2＿1ごt鑑t受盤士2．2二魯

　Coelopieurum　mulもisectum
ba　lamagrost｝s主ongi　se　ta

ae　leiter：

　　ミヤマゼンゴ

@ヒデノガリヤス
潤@伴　種

二 ＝ 二 ＝ 覧 ＝ o　　　　　　o

掾@　　　　o

・冨一
ｲ　書。喫二≧．§到

Ge面ana　nipponlca ミヤマリンドウ o o o ● o o ・　十 o 十 十

Phγ1王odoce　aleutica アオノツガザクラ o o ◎ ● o 3・3 o　　　　　　o o 1・2 o

Solidago　virg齢urea　var．　lei◎carpa コガネギク ◎ o o 十 ◎ o o　　　　　o o o ま・2

An6Ylone　narc生ss｝flora バクサンイチゲ o o o 十 十 o g　　　　　o o o o

㎞ex　rnon　tanU　S タカネスイバ o o 十 o o o o　　　　　o o o o

Athyrium　alpestre オクヤマワラビ o o 十 o o o o　　　　o o o o

Seseh　libanotis　var・japo簸lca イブキボウフウ o ◎ o 十 o o o　　　　　o o o o

Carex　om　iana　var。monticoIa カワズスゲ o o o o ● 1・2 o　　　　　o o o o

TrauもVetもeria　japQn玉（a モミジカラマッ o o o ◎ o 十2 ◎　　　　　o o ◎ 魯

Carex　hakkode！ユsis イトキンスゲ o o o o o 十・2 o　　　　　o o o o

Tro王lius　riederianus　var．　ja玉x）nicus シナノキンバイ o o o o o o 。　2・3 o o o

Carex　b三epharicarpa ショウジョウスゲ o o o o o o 。　十・2 o o ◎

S囎rt韮a　cusp圭（ねta ミヤマアケボノソ o o ■ o o o 。　十・2 o o ●

　　・`m1Ca　UnalaSee漁S三S　Var．もSC㎞臓OSkyi ウサギギク o o o ◎ ◎ 噂 ・　十 ◎ o ◎

Barbarea　orthρceras ミヤマガラシ o o o ◎ o o 。　十 畠 o o

Vero籠ica　nipPonica ヒメクワガタ ● o o ● o ● 。　十 o o o

Geranium　yesoense　var．　nipPonicum バクサンフウロ ● o o o ◎ o ●　　　　　　● o o 2・2

Ranuncu搬s　acris　var．　nipPonicus ミヤマキンポウゲ o ■ 0 ◎ o o 轡　　　　　o o o 十●2

ShQrtia　solda捻e麦10ides イワカガミ o ◎ o o o o o　　　　　o o o 十・2

Coptis　tr孟folia ミソバオウレン o ● o o o ● ◎　　　　　　o o o 率

Pe（戴cu三ari　s　charn圭ssonis　var．　japon主ca ヨソバシオガマ o o o o o o ●　　　　　o o o 十

　4）　 ミヤマイ君羊集

　　Junceもum　ber韮ngensis　（Tab．5）

　コケモモ一士イマツ群集域の多積雪斜面などの流

水縁には流れに沿って線状にミヤマイ群集が生育し

ている。ミヤマイをま強固な地下茎をはりめぐらし，

ヒロバコメススキ，キンスゲ，ミヤマアカバナ等と

混生している。

　一般に高山では降水が一時に流れ去り，絶えず流

水が見られるような立地はほとんど無く，ただ一ケ

所のみ雪濃の末端から低温の無機水が流出している。

ここにみられるミヤマイ群集は停滞水中に生育する

エゾホソイ群集と異なり罪種のみで群落を形成する

ことはきわめて稀である。雪田周辺に発達するとい

う立地条件から群落内にはアオノソガザクラ，チン

グルマ，シラネニンジン等の種群が侵入している。

　縦沢岳～硫黄乗越間の地表水が流れていない比較

的乾性立地ては2種から購成されるコバイケイソウ

亜群集が認められた。
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τab．6　んπ⑳3　η凄伽乞7πoω20z麗

　　　　　イトイ馨糖

Nr．　d。　Au董n＆㎞e　：

Da亀㎜d．　Au鉱ahme　：

Hδ蓑e竈，Meer＠）：

Exposi瓠on
Ne三竃縫ng　（o）　：

Grδsse　d・Probefl器che　（㎡〉　：

Hδhe　d．　Krauもschic溢t　（寵）　：

Deckung　d．　Kra疑tSchicht（％）：
Deckungδ．廼00SSchi　chも　（％）　：

Arもenzah1　：

一　Gesellschaテt

調　査　番号
調i盃年月日

海抜　高　土
方　　　　位
傾　　　　斜
調　査　面　積

草本層の高さ
草本層植被率
癬苔層植被率
出　現　種　数

Tre舳arもd。　GeSeUschaf乞：
JuneBS‘ Max三mowicz重玉

．塾1鮭璽
　Viola　cr＆ss亀

　C徽P＆龍u1農e盤縞missonis

　Festuca　ovina
　Selag玉nella　s捻ako㌻aneなsis

墨．岩隙植物群落

群落区分種
　イ　トイ
随　　伴　　種

　タカネスミレ
　チシマギキョウ

　ウシノケグサ
　ヒモカズラ

　1
171

　8
13
2750
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80
0．06

・0β5

　70

　70
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　5）イトイ群落

　ノ葛πo翻尻α諾ε7πoω乞oz痴一Gesellseha鴛（Tab。6）

　北燕岳の日射量の少ない岩際にはイトイの群落が

生育している。一毅にイトイ舜亜高山帯から高山帯

の陰湿な二面にミヤマウラボシ，トガクシデンダ，

ナヨシダ，アオチャセンシダなどと共存することが

多い（宮脇。大場。輿：田1969）o調査地のイトイ群

落は傾斜角80農の岩隙や岩蔭のボケヅト状の部分

に土壌が堆積した立地に生育している。特にイトイ

はオーバーハングの下の日かげの所で優勢である。

わずかながら土壌の堆積した岩の肖れ昌や晒状地に

はタカネスミレ，チシマギキョウ，ミヤマウシノケ

グサ等の生育しているの力認められる。タカネスミ

レは被度4と高く，地衣類とともに優占している。

5．高山荒原植物群落

　　Alplne　W蔭sten－Gesellsehaften

　6）　ミヤマクワガターウラジロタデ群集

　　Vem痢co－Polygonetumweyrichll（Tab，7）

　北アルプスの高山砂礫地には大別して寒冷気候下

に成生される購造土などの周氷河作用によって生じ

た門地と，急傾斜で砂礫が崩落したり，囲障の雪塊

2・2

繧・3

十

十

十

がずり落ちて生じる崩壊地とがある。渤老の立地に

はコマクサ一事カネスミレ群集が生育している。一

方，後者はイワツメクサ，イワスゲ，コメススキ，

ミヤマクワガタ，ウラジロタデなどの輝輝によって

特徴づけられる高田荒原植物群落がみられる。

　ミヤマクワガターウラジロタデ群集は杏頭の残雪

が夏遅くまで残り，雪塊が崩落したり，融雪した後

に裸地を形成するような立地に生育している。した

がって，ミヤマクワガターウラジロタデ群魏ま多雪

な裏賢本型気候域の高山砂礫において顕著である。

　7）イワスゲ汐カネソメクサ群落

　　ごα掬躍　86e㎎冠んα一飯‘㎜γ翻α

　　　ん。πdloε欝乞3　－　GeseRschaft　　　　（Tabの7）

　双六岳，野口五郎岳，三ツ岳など比鞍的なだらか

な幽稜で乾回した緩斜面には，イワスゲ，タカネソ

メクサ，チシマギキョウ，ミヤマキンバイなどを主

体とした疎生群落が生育している。また砂礫移動が

著しい立地ではオヤマソバが優占する邸塊状植生を

形成している。イワスゲータカネツメクサ君羊落は砂

礫移動のはげしい立地に発達するミヤマクワガター

ウラシロタデ群集やコマクサータカネスミレ群集よ

り安定した立地に生育している。細礫の中には入頭

大の礫も混じり移動を防いでいる。出現回数亀7～

玉ユ種と多くなり，トウヤクリンドウ，イワウメ，

コケモモが侵入している植分貼みられる。
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コメススキ 十　　・ o　　　　　● ■　　　　　◎ ◎

随　　伴　　種

ミヤマウシノケグサ ・　十 o　　　　　o 十　・ ◎

トウヤクリンドウ 。　÷ ・　十 o　　　　　o o

タカネスズメノヒエ 。　十 o　　　　　o 十　・ ●

エイランタイの一種 ・　2・2 o　　　　　　o o　　　　　o o

スナゴケの一種 ◎　1・2 o　　　　　　● o　　　　　　o o
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　　　　　　　　0ユ　0．1　0．03

　　　　　　　　20　監5　10
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。　。　十
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　　　　　　　　2・2

‘Stellaria　nipponica
　Polγ90num　簸ak：aii

Descha！nps圭a　f　lexuosa

Begleiもer：

Festuea　ov1誼a
Gentlana　algida
秘ZU｝a◎hgan甑
Cetraria　sp．
Rhaco塒iもri縫m　sp・

Festuc良　rubra
Vaecinium　vltis－idaea
Diape織sia　laPP・nica
Thamnolia　vermlcularis
Clado蔦ia　sp．

　Luzulawahlenbergii
Geum　calthaefo　hum

8）コマクサータカネスミレ群集

オオウシノケグサ

コケモモ
イワウメ

ムシゴケ

ハナゴケの一種
クモマスズメノヒエ

ミヤマターイコソソウ

　　DleentrQ－Violeも㎜crassae（Tab．7）

　海抜2β00ηL以上の高山砂礫地や火山灰砂礫地に

は，コマクサ，タカネスミレ，ミヤマウシノケグサ

などがまぼらに単生している。尾根付近の緩斜面や

平土地の細帯地は基盤の礫の移動が比較的少なく，

細礫の間は砂土で埋められている。

　今圓の調査地のコマクサータカネスミレ群集は，

タカネスミレ1種のみからなる先駆相群落，コマク

。　玉・2　。　　。　　。　　。　　o

・　十　。　・　・　。　・

。　　●　　0　1。2　。　。　　●

。　　。　　。　十の2　0　　。　　●

。　・　。　十　。　・　。

。　・　。　÷　。　。　。

。　。　。　・　十　。　。

十　　・　。

o　　　　　◎　　　　　o

●　　　　　　o　　　　　●

・　十　÷
o　　　　　　◎　　　　　o

●　　　　　■　　　　　o

o　　　　　●　　　　　o

o　　　　　o　　　　　o

o　　　　　　◎　　　　　o

o　　　　　o　　　　o

o　　　　　o　　　　　●

■　　　　　　・　　　　　◎

●　　　　　　O　　　　　o

o　　　　　　o　　　　　●

o　　　　　o　　　　　o

サ，タカネスミレを伴った群落の典型部および構成

種の多い退化梱をなす植分とに区分された。これら

三者の間には立地的相違が認められなかった。

　一般にコマクサータカネスミレ群集は火山砕屑物

上に生育するが，調査対象地緻まみられず野U五郎

岳，三ソ岳，大天井岳周辺などの花商岩が風fヒし細

礫が唯積した立地に生育する群落だけであった。
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B　亜高山帯Subalpme　Stufe

　高瀬川流域における亜高山帯は標高1βoe～1JOO

矯の山地帯上部から標高2，400～2βOO鶏の森林限

界までの範囲である。亜高山帯における主な植生は

シラビソーオオシラビソ群集の常緑針葉樹林と，ミ

ヤマハンノキーダケカソバ群集の夏緑広葉樹林で

ある。両者は地形および雪崩れに伴う物理的破壊作

用等の要因によって住み分けて生育している。一般

的にはミャマハンノキーダケカソバ群集の方が高海

抜地に生育している○安定した立地の尾根部ではシ

ラビソーオオシラビソ群集が高山帯のハイマソ低木

林と隣接している。ミヤマハンノキーダケカンバ群

集の下部の雪面の流水がある移動礫地周辺にはカソ

ラーダクカンパ群落が帯状に発達しているQ

　亜高山帯上部での崖錐下部や沢状地は細砂礫が堆

積し，栄養塩類を含んだ湿潤な±壌を形成している。

ここにはクロトウヒレソーミヤマシシウト群集の高

茎草源がみられる。

1．亜高山針葉樹林Nadelholzwalder

　本州の亜．高山針葉樹林は，表日本募忌地と裏経本

多雪地とにおいて樹冠を占める針葉樹の講成が異っ

ている。すなわち，表日本型気候下に生育している

針葉樹林は，シラビソ，オオシラビソ，トウヒが主

体となっている。一方，裏日本型気候下ではオオシ

ラビソ1種のみからなる単純な画一的相観を呈して

いる。

　今回の調査範囲である高瀬川流域は，両気候帯の

移行地域に位置している。表日本に特有なイラモミ

ヒメバラモミ，セリバシオガマなどの種群を欠いて

いるが，　トウヒ，シラビソを伴っていることから表

秘本型の針葉樹林の心祝したものと考えられる◎

　全：般に，地形はきわめて急峻で，母岩がいたる所

に露出しているきびしい心境条件であるため本来シ

ラビソ，オオシラビソが占める地域は，コメソガ，

クロベ，キタゴヨゥなどの岩角地続養林によって置

きかえられているQ

　9）　シラビソーオオシラビソ群集l

　　Abietum　velもchii－mar圭esii（Tab．8）

　高瀬川流域の亜高山針葉樹林は，海抜1β00～

2，500ηzにわたり生育している。一般にシラビソー

オオシラビソ林は，針葉樹に混ってダケカンバ，ネ

コシデ，ナナカマドが高木層に侵入し，相観的には

赤恥混生林を形成している。今園の調査で得られた

亜高山針葉樹林にも単木的に夏緑広葉樹が散生して

いる。

　シラビソーオオシラビソ林の林内は，日光が厚い

常緑針葉樹の林冠にさえぎられるためうす暗く，陰

湿な状態を保持している。また，針葉樹の落葉が厚

く堆積し，土壌は酸性土壌となっているため林床植

物のフロラは貧弱であり，蘇苔地衣類が発達してい

る。

　調査対象地域の亜高山針華樹林は，シラビソ，オ

オシラビソ，トウヒを訴訟種としてシラビソー畑島

シラビソ群集にまとめられ牟。さらにこの群論ま山

雲地帯のシラビソ地域群集として多雪地帯のオオシ

ラビソ群集から区分された（宮脇，大場，奥田，

1969）。
　高木層はオオシラビソが優心し，植被率60～80

％を占めている。低木層には樹冠を占める針葉樹の

幼樹やシナノザサ，コヨウラクソソジが高常在度に

生育している。草本層委直物は，コミヤマカタバミ，

ミツバオウレン，コフタバラン，ゴゼンタチバナ，

マイヅルソウなどの小型草本植物と，アオジクスノ

キ，ウスノキ，オオバスノキなどの7¢oo乞π謡尻

（スノキ）属の植物が特徴的である。これは針葉樹の

落葉が樹脂に富むため地中の小動物やバクテリア

が好まず分解が遅れ，また粗腐植が分解するにつれ

酸性土壌を形成するのが原因と考えられる。

　高瀬川流域のシラビソーオオシラビソ群集は，コ

メソガ，キタゴヨウ，オオバスノキで区分されるコ

メソが亜群集と，ヒロバユキザサ，カニコウモリ，

シラネワラビなどの種群によって区分されるカニコ

ウモリ亜群集とに下位区分された。

　コメツガ亜群集は傾斜角5～4G匿の急斜面や尾

根部の土壌の浅い貧養地に生育している。オオシラ

ビソやトウヒに混って高木層にコメツガが優占して

いる。調査番号2，7の林分は相観的にはコメソが

林となっている。

　カニコウモリ亜群集は，土壌の深い温潤地に生育

し，地形亀緩斜面や平担地である6したがって高木

層はオオシラビソによって占められ，林床植物もヒ

ロバユキザサ，カニコウモリ，オオバショリマ，エ
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ソレイソウなどの高茎多年性葦本植物が植被率4G～

70％で発達している。

　藍高山針葉樹林については，古くからさまざまな

群落のとらえ：方がなされている。ここでは乗鞍岳（

宮脇，大場，奥田，1969）での群落規定概念に貼と

ついて考察された。

　　　　　　ノ
2．亜高山夏緑広葉樹林　　LaubhoIzw勧der

　シラビソ，オオシラビソを主とした亜高山針葉樹

林と高山のハイマソ群落との間には，ダケカンバ，

ウラジロナナカマド，ミヤマハソノキ，オガラパナ

などから購成されるいわ中る亜高山夏緑広葉樹林が

発達している。今回の調査結果より確認された藍高

山夏緑広葉樹林は，海抜2，20（h2，800肌にわたり広

範に不連続植生帯を形成して生育しているミヤマハ

ンノキーダケカソバ群集と，海抜2，2GO那以下のカ

ソラーダケカンバ群落とである。前者は雪崩や融霊

に伴い生じる礫の移動などの物理的破壊作用を受け

る不安定立地に生育している。後老は亜高山帯下部

にみられ，雪崩などの外的要因から緩和され高木林

を形成している。カソラーダケカンバ群落の下限は

ブナクラス域の守谷湿生林であるジュウモソジシダ

ーサワグルミ群集カソラ亜群集と接している。

　1の　ミヤマハンノキーダケカンノ群集

　　Alno－Betuletu拠er通anii　（T3b。9）

　亜高山帯の夏緑広葉樹林は尾根筋ではみられず，

針葉樹林のオオシラビソ林がハイマソ群落と隣接し

ている。一方，急斜面で雪崩の通り道となるような

不安定な立地では，直幹陸のシラビソ，オオシラビ

ソ，トウヒなどの針葉樹は生育できず，ダケカンバ

ミヤマハソノキ，ウラジロナナカマドなどが雪のた

め，幹や枝を屈曲させながら生育している。したが

って亜高山性夏緑広葉樹林は環境条件のぎびしい立

地に亜高山針葉樹林の代理群落として成立している。

　調査対象地である高瀬川流域の藍高山夏緑低木林

は，ダケカンバ，ミヤマハソノキ，オオヒョウタン

ボク，ベニバナイチゴ，コハリスグ，カラクサイノ

デなどの種群を標魯鈍および区分種としてミヤマハ

ンノキーダケカンパ群集として同定された（大場，

五967）。

　対象地域のミヤマハンノキーダケカンバ群集は，

一257一

低木層の発達がいちじるしく植被率6Q～9G％とな

っている。群落の上乗を講成する樹種は林分により

若千異なるが，高海抜地では，ミヤマハソノキ，ウ

ラジロナナカマドが，低海抜地ではダケカンバが優

占している。胃内は絶えず雪崩などの物理的破壊作

用を受けることと，夏緑広葉樹特有の透光性の良好

さにより明るい。

　ミヤマハンノキーダケカンバ群集は，ダケカンバ，

オガラバナ，ミネカエデ，クロツリバナなどによっ

て区分されるダケカンバ亜群集と，それらの区分種

をもたない典型亜群集とに下位区分された。

　典型亜群集は，海抜2β5吻を上限とし，高茎草

原と接する不安定地に生育している。崖錐状扇状地

やガレ地の低湿斜面が本来の生育地となっている。

群落構造はコ蕾からなり，上層は37π以下で低木林

を形成している。出現種数は13～23種と少なく，

種組成的にも相観的にもダケカンバ亜群集とは根干

している。

　ダケカンバ亜群集に，礫の移動がきわめて少ない

比較的安定した立地にみられる。上層はダケカンバ

で占められ，樹高が10ηに達している林分もみら

れる。低木層はよく発達し，三層に階層が分化され

ている林分が多い。出現種数は三四37種と多く，オガ

ラバナ，ミネカエデ，ミネザクラ，クロツリバナな

どの木本植物が高常在度に出現し，＝典型亜群集との

区分となっている。

　亜高山夏緑広葉樹林について，聞本海側，多雪地

の越後三山と隣接地の乗鞍岳との比較が総合常在度

表により検討された。（Tab．10）

　12）カツラーダケカンバ群落

　　08γo掘ゆんy〃魏グαpo癌。葛加一β8翻♂α

　　　8γ7παπ毎　一Gese至lschaf乞　（7ab．9）

　ブナクラス域の上限付近から上部の沢ぞいで残雪

が遅くまで残るような多湿斜面Kは，ダケカンバか

ら構成される高木林が発達している。シラビソーオ

オシラビソ林と接し，周辺が針葉樹でとり囲まれて

いるため林内は陰湿でうす暗い。このような立地は，

裏賢：本多雪地帯ではやハズハンノキ林が生育してい

る。また，亜高山帯下部の河床部では，オオバヤナ

ギやドロノキを主とした河畔林が成立するのが一般

的である。



　　　　　の　
τab．　10　Ubersichtsもabne　der　subalpi難en　Laubholzw琶1der

　　　　　亜高山夏緑広葉樹林
　　　　　　　　1：Tぬη9‘αん。‘oρε副α一謂肱8窺α疹5㍑η砲γαθ一Gesellscha王t，

　　　　　　　　　U・terei・h・it・。・馳艇cedα箆㍑瓶瀧漉砂堪α施m

　　　　　　　　　イブキゼリーヤハズハンノキ群落，ハクサンボウフウ下位単位
　　　　　　　　2：　丁記‘π9‘α　九〇♂oヌ）e置αZα一・4♂π㍑8　ηLαき8鴛飢艇γα（～一Gesellschaft，
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　　　　　　　　　　ヤハズハンノギド位単位

　　　　　　　　3：Aino－Betuietum　erじηanli，Subass．　von　Betula　erman員
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　高瀬川流域の海抜2ρ007π前後の沢すじは狭く，

河床部や河辺平垣地が発達していない。したがって

ヤナギ林は発達せずダケカンバ林が下降している。

このダケカンバ林は，カソラ，オガラバナ，ミネカ

エデ，ヤグルマソウ，クルマバソクバネソウなどに

よって区分され，カソラーダケカンバ群落としてま

とめられた。

　カソラーダケカソバ群落は，流動する新鮮な地下

水によってうるおされる立地に生育しているため樹

高の高い森林を形成している。東向き斜面では樹高

18皿，胸高蓬径70㎝とみごとな高木：林を形成し

ている。出現種数は43～57種ときわめて多く，草

本層にはジュウモソジシダーサワグルミ群集の講成

種も侵入している。カソラーダケカンバ群落はジュ

ウモンジシダーサワグルミ群集のカソラ亜群集とサ

ラシナショウマ，ヤグルマソウ，ノリクラアザミな

ど大型草本植物で共通するものが多数存在している。

ブナクラス域のサワグルミ林とミヤマハンノキ，ダ

ケカンバを主とする亜高山夏緑広葉樹林との間に生

育するカソラ（ヒロバカツラを含む）によって特徴

づけられる湿姓群落は最近，大場（1973）により

フサガヤーヒロバカソラ群集にまとめられたが，今

回は暫定的にカソラーダケカソバ群落としてあっか

われた。

3，亜高山河畔林
　　　SubalpinenWeiden蝿1der
　13）オオバヤナギード日ノキ群集

　　　Toisuso－PoP昼letum

　　　　　maximQwiczi1（Tabj1）

　高瀬川の海抜1，200η診～2，000η多の範囲にわたっ

て，河辺域にドロノキやオオバヤナギなどによる高

木林が点在している。この高木林は高さ8～11ηし

に達し，全般的に疎らな購造を示し，主に落葉性の

低木や草本約30種内外で構成されている。

　木本層の植被はドロノキやオオバヤナギ，オノエ

ヤナギなどによって占められ4η以上の木本層にま

ばらに樹枝を広げる。低木層は2～51πでヤハズハ

ンノキ，ノリウソギ，ミヤマハソノキなどの陽生低

木が多い。：草本層の植被もまばらで，高年の多年生

草本が目立っている。つる植物は見られない。構被

のない裸地上にはまれにコケ植物も見られる。

　このオオバヤナギードロノキ林は，前記の2つの

代表的なヤナギ科の植物の他にオノエヤナギ，ヤハ

ズハンノキなどの河辺砂礫地に先駆的に生ずる馬革

で特徴づけられる。これらの樹種はいずれも生長の

早い陽樹で，河辺の氾濫原の裸地にす早く群落を形

成する。この特徴的な種組成をもつ群落は，本州の

上高地および十勝平野から記録された資料に亀とず

き，植物群落学の立場から規定されたオオパヤナギ

ードロノキ群集（宮脇他1967）に含められる亀の

と考えられる。ただし高瀬川のオオバヤナギ林は上高

地における河辺林に見られるようなエゾヤナギ，ク

ショウヤナギなどの固有な種は生育していない。

　高瀬川のオオパヤナギードロノキ群集は，上記の

種群の他にイタトウリ，フキ，オオヨモギなどの河辺

礫地や，急傾面の崩壊地などに普通に晃られる種類

が生育している。

　海抜1，200～1，500ηzのブナクラス域に見られる

群集域には，ススキ，トリアシショウマ，ノリウツ

ギ等によるススキ藪群集が生膏している。一方，天圭

沢で得られた資料からは海抜1β00ηL以高のオオバヤ

ナギ林には，ミヤマハンノキ，カンチコウゾリナ、

ヤグルマソウ，ミヤマカラマソなどで区分される

亜群集がある。これらの群落単位は，海抜高

度の差の他に，前者は乾いた礫地に生じ先駆的な群

落であり，後者は，林床にひかくてき森林生の草本

が多く湿生のひかくてき安定した立地であると考え

られる。

　亜高山帯や山地帯における河辺環境は，他の垂直

帯域に比較して不安定である。とくに，中部山岳地

帯の壮年期の山岳域では，河谷は常にV字状か広い

U二三となっている。積雪量が多く，しか亀春季の

雪どけの増水の影響を直接受けるため，河辺の植生

はしぼしば冠水したり，破壊されたりする。オオバ

ヤナギードロノキ群集は，このような不安定な河辺

立地では貼つとも安定した立地に成立する。

　毎年定期的に起る，塵きどけ水による増水や梅雨

期の増水には破壊をまぬがれるが，数年に1匿の突

発的な洪水では冠水する。

　オオバヤナギードロノキ群集の分布の中心は，北

海道十勝地方の亜寒帯域および，上高地の河谷を含

む亜高山帯域である。しかし，群集購成種のドロノ

キとオオバヤナギは，裏日本の多雪地を主1とするブ

ナ帯（山地帯）に亀広く分布している（奥日光（関

脇他1966），　焼石岳（岩田他1965）o
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4．高茎葦原および池塘植物群落

　　　Hochstaudenflur嚢nd　Flach　mo◎r

　14）クロトウヒレソーミヤマシシウド群i集

　　Sauss賢reO－Angelieetu孤　（「£ab。12）

　ミヤマハンノキー：ダケカンバ群禦或よりさらに雪

崩などの物理的破壊作用を強く絶え聞なく受ける立

地では，もはや樹木は生育できず高茎草原が発達し

ている。亜高山帯の高茎葦原を形成する草本植物は，

やわらかく広い葉を亟つた大型の亀のが大部分であ

る。また，ミヤマシシウド，ミヤマセンキュウなど

のセリ科植物が特有な臭気をはなっている。群落構

成種には，臼，黄，紫色の花をつけるものが多く夏

には特異な季観をなじているσ

　調査対象域の高茎草原は，北アルプスや中央アル

プスに広く生育するクロトウヒレンーミヤマシシウ

ド群集としてまとめられた（宮脇他1967ゐ群落の

植生高は1ηL前後の革原が多く，ショウジョウスゲ

の存在により本地域の高趣草原が裏臼本多雪地の本

のに含まれると考えられる。

　肥沃で適湿ないしやや多湿な斜面下部の高茎葦原

には，オニシモソケ，ハンゴンソウ，ヒトソバヨモ

ギなどの夏緑広葉樹林（ブナクラス）域の高茎草原

を構成する種群も混生している。

　15）エゾホソイ群集

　　5uncetum　fi1至form主s　（Tab。13）

　難高山針葉樹林中の’1鞄塘にはイグサ科のエゾホ

ソイが純群落を形成し生育している。水深の深い麹

塘ではミツガシワを伴い，また長い期閤雨が降らず

乾燥化した立地では，タカネスイバ，ミヤマキンポ

ウゲ，ヒロバコメ’ススキが侵入し退行遷移が著しい。

　シラビソーオオシラビソ林に囲まれた萢塘は周辺

から有機物が流入し，富養な停滞水を纏えている。

これら小池塘や凹地の水溜りは夏季水温が上昇し，

エゾホソイの生育にとっては好都’含である。登山道

周辺の舟くぼ地形の立地は近年の解由人口の増加に

伴い踏場により踏みかためられ排水はきわめて不良

となっている。またテント設営のため堀られたくぼ

地に雨水が溜り降雨時に雨水が流入する富養化した

立地にもエゾホソイ群集が認められた。
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ク日トウヒレンーミヤマシシウド群集

A．　typicum典型亜群集
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巽，・a畷．T・e・mrt・・d・A・s・＝ 群集標徴種と還分樋
一　ViO｝a　brevistipulata

@｝’・iyg脚m　weyrichii
@S躍ssurea頃繋oensls、・ar，　involucrata

@Cirsium　babanu揃var、　otayae

　　「Iオバキスミレ
Eラジロタデ
Nロトウヒレン
^テヤマアザξ

R・3

F

÷．

ｲ●

・十

R・3

F

．ト

怩ｲ

・÷一・2

@5
D豪哨2

@0

十・2　　÷

P・ユ　　÷．2

Q。3　　2・2

?・2　　。

Trea口arte擁　d．　Subas5．　＝ 亜群集区分種
「一一置’一一幅一　　一桝　而一『一「

一　ACG“ttum　　sena“ense

@Viola　biflora

ホソノミトリカブト

Lバナノコマノツメ

二 ： ： ： ： ： ： i1；2 い1　　レ2
P一・2　　＋

1

Givcerla　a｝nasteretum

RUbus　vernUS
Picris　hieracioides　var．　獄ipi轟a

lxcris　dentata　v3r．　aipicora

1）otenti …la　 togasIi

P旧eum　alpinum
G¢ntiana　r埆akinoi

Kenp－L匡．　「ゴrennarte賢　｛韮．　卜δheren　£inheiteロ　＝

ミヤマト． W3ウツナギ
ベニバナイチゴ
カンチコウソ’リナ

タカネニカ『ナ

．エチゴキジムシロ

ミや齢マアワノプ」」リ

オや酬ぞ　り　／　ト「rツ

戯級単位の標徴麺と身分種

Rumex　montanus
Coelopleurum　m山isectum
Artemisia　sinanensis
Ra蹄unculus　acris　var．目ippo擁icus

Troヨiius　riederlanus　va1・．　japonicus

Geranium　yes・ense　vaゴ．　niPP・nieum

Calamagr・sしis　1・ngiseta

Pedicularis　yezoensis

Veratrum　stamineum
τrautvetteria　japonica

Conloselir｝um　‘ilici蹄um

Boy封inia　　lycoctonifoIia

hhum　mededoides
Polystichum　microchiamys
A口emone　narcisうlqora
S註xifraga　fusca　var．　kikubuki

Po乱yg（》“um　viviparur既

PediCUlarischa蹴issonis　var．　lap（川icO

Poa　hakusanenslS
Athyrium　㎜ela論olepis

Athyrium　alpestゴe

OrC卜is　aristata

タカネスイバ
ミヤマゼソコ
タカ冬ヨモギ
ミヤマキγボウゲ

シナノキソバイ
ハクサソ＝7ウρ

ヒゲノガリヤス
エゾシオガマ
コパイケイソウ

モミジカラマツ
ミヤマセノキュウ

アラシグサ
クルマユリ
カラクサイノデ
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クロクモソウ

ムカゴトラノオ
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Tab．り3　　Juncetum噺i目formis
　　　　　　エゾホソイ群集

Nr。　d．　A這fnahme： 調査番号 三

Daもum　d。　Auf捻ahme： 調査年月日 馨72

@7
Q3

恥he造．瓢eer（η）： 海抜高慶 2400

wasserもiefe　（伽）： 水　　　深 3

Grぴsse　d．Probef｝互。｝｝ヒ（㎡）：調査面積 4

正郵he　d．　V6getation（那）： 植　生　高 0．2

Deckmg　d．V琶getaもi◎n（％）： 植　被率 30

Arten3ahl： 出現異数 1

Ke鷺盤rもd。　Ass．： 群集標油断

5⑳c疑sfi王iformis エゾホソイ 13．3

5．　　崩野地植物群落

　　　　　貧asen　aR　Ruもschhムngen

　16）クロマメノキーアカモノ群落およびヒメスゲー

　　コメススキ群落，7αoo翫謡η泌砂語。側驚

　　0α初麗ん87・εα　α6θπoまん7・‘α2－　Gese　1王sehafも　und

　　oαγ舘・㎎α諭α一エ）83・んα皿P9乞αル鋤・3α一

　GeSellschafも（τab．14）

　地獄谷の硫気孔地帯は，高瀬川の海抜1，400～

1，750η乙付近に位置し，両岸の斜面は急けい斜で谷

に落ちこみ，V与：状の狭谷となっている。一方，

この地帯より下方は川の流路が南北方向に流れをか

え，急に川巾が広くなって河川敷は砂礫が堆積した

平担な地形となっている◎

　前述の場所は硫気孔に面した花嵩岩の露出した，

表土の少ない斜面となっており，クロマメノキ，ア

カモノなどの小低木が散生している。この群落は

高さ0．5～α6那で植被率は60～70％内外である。

この群落は硫黄を含虜する蒸気を受ける，きわめて

きびしい立地に生育するアカモノ，クゴマメノキ

などを区分種として記録された。同様な群落は，東

北地方火山地帯，例えば八幡平，恐山などの硫黄孔

隙に接して生育していることが知られている。硫気

孔から離れるに鍵ってウラジロヨウラクシイワカガ

ミなどが生育可能となる。

　ゼ方，硫気の影響を直接受けないが，下流部のせ

き出した硫黄を含む花商岩を母材とする砂礫地には

コメススキ，ユオウゴケ，ヒメスゲなどが生育しているQ

転官小論付近の平担地にはとくにヒメゴケ，ユオウ

ゴケが多く斑紋状の群落を形成しているQこの群落

はこれらの種を区分種としてヒメスゲーコメススキ

群落としておく。

　ヒメスグーコメススキ群落の土壌iは硫黄を含む礫

土のため生育する植物はまばらで草丈尋、低く植被率

屯20～30％であるQ所によってはユオウゴク’が密

生する部分本ある。またヒメスゲの優心する部分は

多少と亀く間の踏圧が加わっていると考えられる。

　コメススキはこのような硫気孔周辺に限らず高山

帯から低山帯の乾性な崩壊地に広く分布する。伊藤

新道て得られたコメススキの荒原植生の資料は比較

のため同じ表に示されている。傾斜角が40～45。

できわめて不安定な地形であるため，亀つと亀疎ら

な植物群落となっている。

C．山地帯Mon懐ne　S軸fe

　標高700η～ユ，6007π前後は大部分の植生が夏緑

広葉樹によって占められるQ尾根部や急斜薗の土壌

の浅い乾姓立地には，ソガ，コメソガ，クロベ，ウ

ラジロモミ等の常緑針葉樹が夏緑広葉樹と混生して

生育している。上部はシラビソーオオシラビソ林と

接し亜高山帯針葉樹林へと移行してい島

　山地帯における最承代表的な森林はブナ林で安定

した中性土壌の立地で優勢である。高瀬川流域沿い

の地形は急峻なためブナの優占している林分は比較

的少なく大部分の林分がミズナラ，ヒトソバカエデ
　　　　　　　　　　　　、
や針葉樹を混えている。

　斜面から流失した土砂や中洲状の地形を形成して

いる立地には，ミズナラ，ダケカンバ，ウダイカン

バ，ウワミズザクラ等の夏緑広葉樹が比較的密な森

林を購成している。さらに崖錐状の薦状地では七三

湿生林のジュウモンジシダーサワグルミ群集が発達し

ている。洪水時には流水の影響を受け林床植物は破

壊作用を強く受け不安定な林相を形成している。
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Tab．14　　（7αγε帯　o灘yαπ己丁α　一エ）230んαηzp3乃α　∫ごεκ鴛08a　　　－Gese1玉schaft　礒rld　グαooご7レ乙z乙ηz

　　　　泌砂ぬ。鋤伽0α下欄εれα磁8πo齢γ雄一GeseBschaftヒメスゲーコメススキ群落
　　　　およびク戯マメノキーアカモノ群落

賛r．　d．　A癒r温hme　： 調　査　番　号 1 2　3 婆　5　6　7 8　9 10　11
Datu搬　d．　Aufnahme　： 調査　年月　日 ！71　／71　A71　ゐ72　う72　　ケ2　ゐ71　／72　ゐ71　ゐ71　’㍗1

8 8　8 7　7　7　8 7　8 8　8
19 19　19 21212120 2120 20　20

Hδhe冠・晩er（孤）： 海　抜　高　度 1500　15ぴG　1500　1曇三〇1ワ50　三？501410　175014正G1385三喚DO

起xposiもio轟： 方　　　　　　位 L L　L NNWNW　N W　NNENN奪隻9Ung（o）： 傾　　　　　　斜 一 ｝轍 45　40　40　40 35　4540　35
Grδsse　d，　Probea琶eh呪う　： 調　査　面　積 9 6　9 16202025 玉6　6 12　16
Hδhe　d．　Krautsdユicht　（加）　　： 草本層の高さ 03　0．3　0．1　0．2　02　0．2　05　02　03　05　0β

Dec㎞g　d・Kr鍛tscぬiehも（％）： 草本層植被率 30　20　25 25　20　20　30 45　70 60　70
Dec㎞g　d・Moosschicht・（％）　： 癬苔難聴；被率 鱒 30　60 一鞘一” 鵜一 鼎｝
Arもenz麟1： 出　現　種　数 5 6　8 2　4　4　5 7　8 6　15

T1。ennart　d．　Gesellschaft　： 群落区分種
Descha即si＆flexuosa コメススキ 1．22・2　1。22。3　2の22。2　3。3 ・2十3・3十
Tre鱗ar㌻eD　d．　uatereH　Ei琵heite血： 下位単位区分種
Clad◎！｝ia　theioph三1a

barex　oxyandra
sre㎜arten　d．　Gese王王schaft：

　ユオウゴケ
@ヒメスゲ
Q落区分種

据奪需τ唄・
oゴー三慮」’

◎　　　　o　　　　o

掾@　　　o　　　　o

■　　　　　o

潤@　　　o

o　　　　　　魯

掾@　　　　　o

vacei箆i㎜ul　igiRos㎜ クロマメノキ ◎ ◎　　　　“ ・　十　十 ・2・2十・22・2＋
Gaultheria　adenoもぬrix アカモノ o 9　　　　0 。　。　・十・2 2　十 十　十
野en難arもen　d．　張工tefen　Ei油eiten　： 下位単位区分種
漉nz1esia　㎜ltiflora
rhortia　sold＆職elloides

?鍵⊥

　ウラジロヨウラク

@イワカガミ
潤@伴　種

： o　　　o

掾@　　　o

O　　　　O　　　　O　　　　o

n　　　　O　　　　o　　　　o

：
・碗酉1・ba刎

Mi　s　canthus　s　ia琶ns圭S ススキ 十21・22・2＋ 十　　十　2021。i　1。2　2◎2　i●2
Gaultheria　miquelia漁a シラタマノキ 1。2十・2十 ◎　。　。　十 o　一ト 。十・2
PolygO烈um，CUsp　id呂tum イタドリ 9 ・　十 。　。　。　十 o　十 ’　十
P隻鰍s　parviflora　vaL　pentaphyHa キタゴヨウ ● 十　十 o　　　　δ　　　　O　　　　o 十　　・ ■　　　　騒

Loisele瞬a　prO斑mb£ns ミネズオウ ●
o　　　　　◎ 匂　十　　。　。 2・2　。 騨　　　　　　o

Bnpetrum　nigrum　var・japonic㎜ ガンコウラン ● 9　　　　　　・ ・　。1・3　・ 。　5。4 ◎　　　　　　o

Arも｛懸isiaやr　incePS ヨモギ o ◎　十 O　　　　O　　　　o　　　　o o　　　　◎ o　　　　　　o

LeUCOth◎e　grayana　Var・91a疑C　i無a ウラジロハナヒリノキ 働 o　　　　o g　　　　o　　　　ゆ　　　　o 十　　・ ・　1・1

αado通a　sp・ ハナゴケの一種 o O　　　　　o ●　　　　O　　　　O　　　　o 。　十 o　　　　　　o
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F疑簸dorもe調査地：1も。－shiRdo 伊藤新道

　高吟南国の尾根筋や急斜面上部の凸状地に厩　コ

メツガを主要種としたアカミノイヌツゲークロベ群集

が生育している。下限は標高1，300加～耶00ηで

サイゴクミツパツツジーツが群集と接する。一方，

急傾斜な斜面下部においては，ブナ，ヨグソミネバ

リを混生したコメツガーウラジロモミ群落が帯状

に発達している。

　河辺や崩壊地周辺の不安定な立地にはヒメノガリヤ

スーヤシャブシ群集が成立し，さらに著しい不安定

地には，フジアザミ群落が配分する。

がおよぼされ，標高7007π～80伽付近には，二次

林としてのカスミザクラーコナラ群落やヤマツツジ

ーアカマツ群集が生育している。さらに森林伐採跡

地にみられるヤナギラン群落も点在している。

3）自然植生Na纐rhche　Vege乞a亀i。写

り　要録広葉樹林So㎜ergrune　L蝕bwdder

17）マルパマンサクーブナ群i集

　　Hama恥e沁一Fagetum　erenatae（1£ab．15）

　夏緑広葉樹林域におけるもっとも代表的森林であ

るブナ林は，近年ますます伐採が進められ各地で滅

山地帯は亜高山帯や高山帯と比較して人為的影響’少，消滅させられている。高瀬川流域は，地形がきわ
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めて急駿なうえ，基盤が花嵐岩から形成されている

ためブナ林が成立するには環境がいささかきびしす

ぎ，生育地が比較的狭いのが現状である。この地域

で貴重な稀少価値もあるブナ林が様々な人為的な干

渉により破壊されていくのは惜しまれることである。

　今回調査されたブナ林は，海抜1，000～1300ηzの

比較的急傾斜地のものであり，典型的な林分は七倉，

不動の滝周辺にみられる。この地のブナは，樹幹基

部が雪圧で下限することなく，直幹で樹高20ηに

も達している。これは傾斜地に生育しているにもか

かわらず，高瀬渓谷が冬季北酉季節風に対して風背

地溝にあたるのが原因と考えられる。ここに生育す

るブナ林のクローネは緑色で，葉群は水平に展開し

上竿に：重なるブナ型森林を形成している。本地域の

ブナ群落は，表日本寡雪地のブナ林であるスズタケ

ーブナ群団と，裏手本多雲地のチシマザサーブナ群団

との移行型を示しているが，種組成的にはチシマザ

サーブナ群団に含まれるものである。しかし，冬季

多需な苗場山，越後三山，八幡平など典型的な裏日

本型気候域にみられる常緑の地遙性低木の日本海要

素（前田1958）は低い常在度でしか出現していな

い。すなわち，ヒメモチ，ユキソパキ，ハイイヌガ

ヤ，チャボガヤ，エゾユズリハなどの常緑低木が，

積雪線掃近に高被度でみられるような林内景観を示

していない。

　調査されたブナ群落は離層群落の形態をなし，高

木懸は70～85％の高い密度で樹冠がおおわれて

いる。亜高木層は疎であり，ヒトツバカエデ，ハゥ

チワカエデ，コハウチワカエデなどの遅087（カエ

デ属）が中心となっている。低木履にはオオカメノ

キ，オオバクロモジ等の広葉低木が高常緯度でみら

れる。また，チシマザサやシナノザサが低木層に優

剥するササ型林床を示す筆勢も認められる。：草本層では

ブナの実生はきわめて少なく，他の木本植物の芽ば

えが多く生謝している。

　このような群落形態をなしているブナ群落は，ミ

ズナラ，リョウブ，ヒトツバカエデ　コヨウラクツ

ッジ，マルバマンサクなど貧養地に生育する種群に

よってマ’レバマンサクーブナ群集としてまとめられ

た（宮脇他1968）。本地域のマルパマンサクーブ

ナ群集は，裏爾本型貧養地の典型群落とは若干形態

が異なっている。すなわち，越後三山などでは三層

群落をなす場合が多く，樹高も157π以下である。

また，地形が急綾であると同時に微地形的に凹凸が

はげしく羽状地には土壌が厚く堆積し，落葉の分解

も良貯に行なわれている。このような立地には，エ

ゾユズリハ，ハイイヌガヤ，ユキザサなどヒメアオ

キーブナ群集の構成種が認められる。

　壁画周辺の低海抜地（標高1，000～1，150ηののマ

ルバマンサクーブナ群集は，土壌の深い；適潤な安定

した立：地に生育しているエゾユズリハ亜群集として

区分された。一方，不勤の滝を中心とする海抜1，150

～L300ηL付近では，急斜面や礫を含む平撞地にウ

ラジロモミ，コメソガ，チョウセンゴヨウなどの常

緑針葉樹を混生したウラジロモミ亜群集が認められ

た。ウラジロモミ亜群集は，相観的に岩角地のアカ

ミノイヌツグークロベ群集やコメソガーウラジロモ

ミ群落に類似している。特にコメツガーウラジロモミ群

落とはンウラジロモミ，コメツ減チョウセンゴヨウ，回ヅ

ルソ玖ツバメオモトなど共通する種群が多く認められる。

18）ウダイカンバーミズナラ群落

　　β2餌∠α飛仏τ加0ω乙OZ乞α職一（2〃εγ0払3加0π90♂乞0α

　　var・9γ・魏8・γrαどポGesellschaft（臓b．16）

　高瀬川の沿岸は，きわめてもろい岩質と，変りや

すいきびしい気候変化によって，各地の斜面でしば

しば広大な崩壊が起っている。その一部は河川敷に

まで達し，ひかくてき，厚い中洲状の地形をなして

いる。このような立地には，ミズナラ，ダケカンバ，

ウダイカンパ，ウワミズザクラ，などの夏緑広葉樹

によって密な森林が形成されている。群落高は高々12

況であるが，階層構造も認められる。この群落は，

ダケカンバ，ウダイカンバ，ヨグソミネバリなどの

カバノキ属の存在によリウダイカンバーミズナラ群

落と記載された。

　ウダイカンバーミズナラ群落は，前記の種類弛にウリハダ

カエデコハウチワカエデコバノトネリコ，ハウチワカエデなど

のフテ林あるいはミズナラ林の構成種が多い。また自然生

のカラマソも高木層に共存している。さらにウラジロモ

ミ，コメツガなどの常緑針葉樹の幼樹が低木層に多

く疑、られるのが懸鼻である　苧奴層は貧陽でく『一・

ナイチヤク：ノウ，マンネンスギなどの貧栄養＼ンニ地生

の草本纏物が小群状に生育しているのが見られる。
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　高瀬川では海抜1，20肋の地点で3か所の資料が

得られたが，それぞれ多数の出現置数をもち，1回

繊七種（他のAufnahmeに現われないもの）も多

いため群落単位の決定にはより多くの資料が必要と

される。とくに亜高山帯から蜘地帯にかけての崩壌

地に分布するカラマツの自然林との種組成上の比較

が必要である。

　ウダイカンバーミズナラ群落の生育地は河岸に接

してはいるが，もはや洪水や増水の影響はあまり多く

はないと考えられる。したがって新生された裸地に

成立した，マルパマンサクーブナ群集への遷移途上

の一つの途中相と考えられる。

2，岩角地貧養林

W1ntergru飛e　Nadelw…flder　a賛ぞ，den　Gestein

　夏緑広葉樹町域の土壌の浅い尾根部や母岩の露出

した：乾性地に生育するコメツガ，キタゴヨウ，クロ

ベ，チョウセンゴヨウ，ツガなどの針葉樹は，同じ

生活形をもつブナ，ミズナラなどの夏緑広葉樹に対

して競争力が弱く，生態的鍛適域（Okolo郎scheτ

Op賛㎜lbereich）が環境条件のきびしい立地に

押し出されて群落を形成している。

　今圏調査されたブナクラス域の針葉樹林は，海抜

1，200皿を境に高海抜地に生育するアカミノイヌツ、

ゲークロベ群集と，低海抜地のサイゴクミソバツツ

ジーツが群集とに区分された。

　アカミノイヌツゲークロベ群集の上限は，亜高一

帯針葉樹林のシラビソーオオシラビソ群集と隣接し，海

抜2000㎜に達している。また，サイゴクミツバッ

ソジーッが群集は裏日本型気候下の地形的に限られ

た立地に帯状に分布している群落である。

19）アカミノイヌツゲークロベ群集

　　Ihcl－Thu3etum　standlsh員（Tab・17，18）

　夏緑広葉樹林域から亜高虫針葉樹林域にわたり土

壌の浅い急緬上部，尾根部および母岩の露出して

いるような地域には，コメツガ，キタゴヨウ，クロ

ベ，チ。ウセンゴヨウを主とする針葉樹林が発達し

ている。尾根部や凸工部は雪崩などの物理釣破壌作

用からまぬがれるため，針葉樹の生育は良く15～

20㎜の樹高と樹幹の太さをもっているQこれら常

緑針葉樹のコメソガークロペ林は，ホンシャクナゲ，

バクサンシャクナゲ（ウラゲバクサンシャクナゲを

含む），コヨウラクツツジ，ムラサキヤシオなどツツ

ジ科の低木植物やアカミノイヌッゲ，ツルッゲなど

のモチノキ科植物によって特徴づけられている。コ

メツガークロベ林は，上記の針葉樹や低木植物およ

びイワカガミを標徴種や区分種として嚢脚本型のア

カミノイヌツゲークロベ群集にまとめられた（山骨，

長井1960）o
　高瀬川流域にみられるアカミノイヌッゲークロベ

群集は，海抜1、100加を下限とし広範囲に発達し

ている。高瀬川の西側を区分する三俣蓮華岳，野口

五郎岳，鳥帽子岳と続く後立山連峯の南部山稜は，

冬季季節風が直面する剣岳立山，薬師岳のいわゆ

る立山野草の第1線山脈に対して第2線山脈となっ

ている。したがって，雪の影響が緩廟され，山腹斜

面は本来ブナ林やシラビソーオオシラビソ林によっ

て占められるはずである。しかし，この地域は地形

が急峻であるため降雨時には雨水が急判こ流れ去り

乾鎌している。また，雨水の流出に伴い有機吻も洗

い流されてしまい，立地は貧化している。さらに地

質構造線に平行する破砕帯に　致するため不安定な

立地を形成しているQこのようなことが原因となり

貧養地に生育するアカミノイヌツゲークロベ群集が

広く発達している。

　湯平沢，船窪虫の海抜1，400～1，600ηz付近で典

型的な林分が認められた。高木層ではコメソガ，キ

タゴヨウが樹高20η4こも達し，70～80％の植

被率で三冠をおおっているため林内は暗い。シラビ

ソーオオシラビソ群集のコメツガ亜群集と類似した

種組成を示すが，低木層の植被率が高いこと，ソソ

ジ科植物の多いこと，ブナ林構成種が主体となって

いることから容易に区分できる。

　対象地域のアカミノイヌッゲークロペ群集は，シ

ナノザサ，チシマザサ，ホッソジ，シラタマノキに

よって区分されるシナノザサ亜群集と，ホンシャク

ナゲ，ミヤマシグレ，ヤマソテツ，ネジキなどを区

分種とするホンシャクナゲ亜群集とに下位区分され

た。

　シナノザサ亜群集は樹冠がコメツガとキタゴヨウ

によって占められ，クロベが優占する林分は見られ
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ない。低木層にはササが高被嚢に生膏しているため

出現種数は20種以下の林分が多い。また，ホンシ

ャクナゲ亜群集に比藪してバクサンシャクナゲの被

度が高い。蘇苔類の生育はほとんど認められない。

　ホンシャクナゲ亜群集は低木木本櫨物1こよって識

劉される林分で，出現種数もシナノザサ亜群集に比

較して多い。亜高木層にヤマダルマの生育している

特徴的林分も認められる。ホンシャクナゲ亜群集は

さらにムラサキヤシオ，アオダモ，オオバクロモジ

などブナ林構成種によって区分されるムラサキヤシ

オ変群集と，それらの区分種をもたない典型変群集

とに下位区分された。

20）コメソガーウラジロモミ群落

　7ぴ秘9αdεoダ7噛3乞∫o∠∠ゲ・4ゐερ5んθ，ηθ∠塑～5・皿

　　Gesensch絃ft（T＆b．五5＞

　ウラジロモミ（一名ダケモミ）は山地帯上部から

亜高山帯下部にわたり乾湿両端な立地に生育する日

本特産の常緑針葉高木である。樹冠は卵状円錐形

を形成し，嚢幹で太い枝葉を斜めに開出する独特な

形態を示している。ウラジロモミは単学的に散生し

ているものと小集団として局地的にまとまって生育

している林分がみられる。

　調査対象地域吟のコメツガーウラジロモミ群落は

谷に面した急傾斜な斜面下部に生育する林分で，ウ

ラジロモミー種で林冠がうっ閉されることはなくコ

メツガ，ミズナラ，ブナなどと混生し，針広混生林を

形成している。これは急斜面や凸状地1こ生育するサ

イゴクミツバツソジーツが群集アカミノイヌツゲ

～クロベ群集，シラビソーオオシラビソ群集のコメ

ツガ亜群集等と同様な環象である。

　コメツガーウラジロモミ群落の生資立地は急斜薦

で堅密な乾性土壌である。類似した立地にみられる

アカミノイヌツゲークロベ群集が尾根筋や斜面上部

の急傾繕地に生育しているのに対し，コメソガーウ

ラジロモミ群落は谷ぞいの斜面下部に多く生育して

いる。

21）サイゴクミツパツツジーツが群集

　　脳odode鍛dro　－　T　s㎎eも㎜　　siebo1（蚤ii（Tab，19）

　海抜9GO～1，150π前後のやせ尾根や岩角地のよ

うな藩悪地には，ツガ群落が帯状にみられる。ッガ

は慮際した幹に常緑の針葉を密生した枝を斜解し，

ブナ，ミズナラなどの夏緑広葉樹の中にあってきわ

だった相観を形成している。クローネは黒味を帯び

た深緑色の円錐形を示し，葉群が斜上する典型的な

ソが型森林を形成している（鈴木1952）。

　ツガ林は，本来表鶴本型気候の地に生脅し，冬季

多雪な裏日本では富山県下の黒部渓谷以外ほとんど

認められない（林工969）。したがってツガ林は，

雨量が多く海洋性の湿潤な気候下に分布の中心をも

っていると考えられる。

　今回の調査で得られたツガ林は，種組成の比較の結

果，ツガ，サイゴクミツバソツジ，ホンシャクナゲ，

イワウチワなどを標徴種や区分種として褻日本型の

サイゴクミツバソツジーツが群集としてまとめられ

た（山崎，長井1960）。

　サイゴクミツバッッジーソが群集も他の針葉樹林

一シラビソー丁丁シラビソ群集，アカミノイヌソゲ

ークロベ群集一と同様にヤマツツジ，サイゴクミソ

バソツジ，ホンシャクナゲ，ホツツジ，コヨウラク

ッッジなどのソツジ科の低木植物との結びつきがみ

られる。

　調査対象地のソが林は，コシアブラ，イワガラミ，

エゾユズリハなど比較的土壌の発達した立地に生育

する種群によって識別されるエゾユズリハ亜群集と，

ホンシャクナゲ，ヤマダルマ，オサシダなど岩角地

特有の種下によって区分されるホンシャクナゲ亜群

集とに下位区分された。

　エゾユズリハ亜群集は，ホンシャクナゲ亜群集に

比較して海抜高が低く，900認以下で一般に認め

られる。土塀は乾性土農を示し，A層の発達はあま

りよくない。樹冠はツガに混ってミズナラ，リョウ

フ㌧ハウチワカエデなどが占めている。低木層より

草本麿の発達が署しい。出現種数は29～甲種，平

均出現罪数36種と多い。調査番号5の林分は高木

第1縢や第2屡にモミを混えている。

　ホンシャクナゲ鍾群i集は，やせ尾根の貧養地に生

膏し，林冠はソガによってうっ閉されることが多く，
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林内は光量が少なくうす暗くなっている。低木層は

きわめてよく発達し，ホンシャクナゲが幹や枝を屈

曲させ縦横に分枝している。土壌は有機物の分解が悪く

腐葉層が堆i齢している。ソガの落葉が厚く堆積し飽の落葉

がみられないところでは表層に菌糸網層が認められる。

　本来，ソが林は表β本型気候域の標高700～垂500

πにおいて，群落を形成している。ここではイヌブ

ナ，アカシデ，クマシデなどを伴い，ッガの優占す

る林分は，済悪地の限られた立地のみにみられる。

現在までツガ林として多くの群集が発表されている

（鈴：木1952，堀川，佐々木1959，山中1962）。

ソが林の資料が収積された今日，種組成に基づき

全國的レベルで比較検討されることが望まれる。

3．渓谷湿生林　Bach3ue臓w瓠de罫

　調査対象地域内の湿生林は，沢ぞいの受光量の少

ない陰湿な環境下に生育するサワグルミ林と，河床

氾濫原のヤナギ林とに区分された。サワグルミ林は

海抜暴00η以下に広く生育するジュウモンジシダ

ーサワグルミ群集のオオバクロモジ亜群集と，海抜

1，400η｝まで生育するカツラ亜群集とに識別された。

ヤナギ林は，オオバヤナギ林，ヤシャブシ林，オノ

エヤナギ林が認められた。今回の調査では，停滞氷

によってうるおされるような立地に生育するヤチダ

モーハルニレ林は認められなかった。

　裏絹本多雪地の渓谷ぞいに広く生育する湿生林に

ついて概発表資料を中心1こ総合常在慶表により比較

検討され，高瀬捌流域の湿生林の位置づけがおおま

かになされた（T＆b．20）。

Fig．4

V・g・tati…p・・fild・・Rh・d・d・・d・・一丁・ug・t。m、i，b。ldh

1．

2．

3，

4．

5．

C施莇γα加γ玩駕γ麗8　リョウブ　　　　　　　　　6。

PO砂3翻0んop3加η厩乞0α　シノフ男グマ　　　　　　　箔

7錨9¢8諺ム。♂¢師　ツガ　　　　　　　　　　　　　8，

Rん0己・d・癬0π脚雪融・ん乞乞var．ん。繭8膨　　　9．

　　　　　　　　　　　　　　　　ホンシャクナゲ10．

5んoγ漉α鎚πヴあγα　イワウチワ　　　　　　　　　　　11．

Rん0面磁認γ餓鰯ゆ卵　サイコクミソパツツジ

7γ00加惚冠7臨αγα伽掘ε8ヤマクンレマ

P乞脚μγ疵∫あγαv簾．Pεπ診α麟y〃αキタゴヨウ

アγα蕊灘彪秘9珈03αアオダモ

S6胤醐0がeγ甜αηL面四一8　オサシダ

置7α飛αηε混3ブαpo痂。¢var．06加銀施　マルパマンサク
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22）ジュウモンジシダーサワグルミ群集

　　Polystic難。－Pterocarye乞u鵬（丁臨b，21）

　ブナクラス域の植生配分は，斜西申部の安定した

立地にはブナ林，尾根筋や急傾斜地の土壌の浅い乾

性立地にはコメツガ，クロベなどの常緑針葉樹林が生

育している。　方，谷ぞいの斜蒲下部の凹状地や崖

錐状扇状地には，サワグルミ，オヒョウ，カツラな

どの夏緑広葉樹からなる渓谷林が発達しているQ谷

ぞいのため受光量は少なく陰湿な環境を形成してい

る。また；積雪量も多く，春の雪解けが遅いのも湿

潤環境を形成する：要國となっている。土壌は崩積土

からなり，降雨時には流水の影響を受けるが透水性

は良好である。

　高瀬川流域の渓谷湿生林は，サワグルミ，オヒョ

ウ，サカゲイノデ，テンニンソウ，ジュウモンジシ

ダ，ミヤマイラクサなどの種群を標徴種および区分

種としてジュウモンジシダーサワグルミ群集として

まとめられた（鈴木他1956）。

　調査地域内のジュウモンジシダーサワグルミ群集

は，海抜125◎～1350窺付近で典型的な林分が認

められた。高木層ではサワグルミ，オヒョウ，カツ

ラが樹高20～25ηL，胸高直径1η硫発達し，植殻

率も70～90％で樹冠がうっ閉されている。しかし，

葉群を通しての饅光の透過性は良好なため林床植物

はきわめて：豊富であり，オシダ，ジュウモンジシダ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
サカゲイノデ，クサソテツなどシダ植物を中心にヤ

グルマソウ，サラシナショウマ，ヨブスマソウのよ

うな大型草本植物が高二度，高常在度で生育してい

る。したがって，林床の告解類型としてはオシダ型

林床を形成している（鈴木1952）。

　今回の調査で得られたジュウモンジシダーサワグ

ルミ群集は，オオバクロモジ，コハウチワカエデ，

リョウブ，ヒトツバカエデなどブナ林構成種を区分

種とするオオバクロモジ亜群集と，カツラ，ヤグル

マソウ，ウラジロモミなどの種群を区分種とするカ

ソラ亜群集とに下位区分された。

　オオバクロモジ亜群集は，一毅に土壌の発達がよ

く安定した立地に生育している。調査番号4の林発

　　　　　の

　　▼　　曹　　　、
蕊

葉

P

鶏群
ミコ

●

2

　　　　　34　56　 78　　 5　9　　1011　 68　7
Fig．5ジュウモンジシダーサワグルミ群集断面模式

　　　　Vegetationsproでii　des　Polysticho｝Pterocaryetum

1，

2．

3．

4．

5．

6．
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Cαoα薦αんα36α孟αvar．　oγ碧羅αあ3　ヨブスマソウ

Pん詔磁6伽ん雄3α加魏乞　バイカウツギ

Z＞ryOP魔γ誌／0γα3認γん乞ZOη協　オシダ

琵㏄030膨働矯グαμ癖α槻　テンニンソウ
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は，ミズナラ，ブナが侵入し，ブナ林への移行型林

分であることを示している。一方，調査番号1の林

分は，一度破壊されたサワグルミ林であり，樹高は

9ηと他の林分に比較していちじるしく低い。樹冠

を占める樹種もフサザクラが優占し，一斉林のよう

な相観を形成している。このような渓谷林減表6

本に生育の中心をもつタマアジサイーフサザクラ群

集に類似しているが，種組成的にはジュウモンジシ

ダーサワグルミ群集にまとめられた。

　カツラ亜群集は，ブナクラス域の渓谷湿性立地に

生育する典型的なサワグルミ林である。カツラの大

木や直立した幹に常緑の針葉を密生した枝を斜開す

るウラジαモミが特異な景観をなしている。したが

って，オオバクロモジ亜群集と柏観によっても容易

に区分することができる。林床の草本植物について

比較してみると，カツラ亜群集ではテンニンソウが

唐門2～5で高常在i蔓に出現しているQまた，ヤグ

ルマソウ，ヨブスマソウに代表される大形草本植物

と，クルマバソウ，ズダヤクシュ，タニギキョウな

どの小形草本植物とが二層となって草本層を形成し

ている。カツラ亜群集の立地は，堆積土に混って礫

が散在していてオオバクロモジ亜群集に比較して不

安定である。増水時に破壊を受ける流水ぞいの不安

定立地は．ウバユリ，ヤマニガナなどの種群によっ

て区分されるウバユリ変群集が認められた。

　今日，裏日本多雪地の渓谷湿生林は，・サワグルミ

群団としてまとめられている　（宮脇，大場，村瀬

1964）。また，サワグルミ群団の大部分がジュゥ

モンジシダーサワグルミ群集にまとめられている。

しかし，種組成的には地形，地理によりかなりの相

違がみられる（孚ab．20）。今後，資料の集稜ととも

に種組成による湿生林の植物社会学的な群落単位が

まとめられることを期待したい。

4。河畔低木林　Auengebusch

23）ヒメノガリヤスーヤシャブシ群i集

　Calamagrosh－Alnet㎜firlme（Tab・22）
　海抜1200～1，300加の河辺の砂礫地には，しばし

ばヤシャブシの低木林が分布している。群落高は2

～57πで，時に87πに達し，低木層はヤシャブシが

優目している。群落の分布形態は，水流に沿って細

長く，ぼうすい状に生育することが多い。

　群落はヤシャブシの他にウダイカンパ，パッコヤ

ナギ，ノリウツギなどの先駆的な夏緑広葉樹も共存

している。また，オノエヤナギ，ヤハズハンノキ，

イヌコリヤナギなどのヤナギ属やハンノキ属の種類

も見られる。さらに草本層にはイタドリ，フキ，オ

オヨモギ，雪ツパヒヨドリ，ヒメノガリヤスなどの

多年生草本植物も高常在度で生育するが，その被度

は小さい。

　このような組成をもつ群落は関東北部のブナ林野

にも分布し，那珂川上流（板室）の植分でヒメノガ・

リヤスーヤシャブシ群集として報告されている（宮

脇他1971）。高瀬川におけるヤシャブシ群落も種

組成の比較の結果，多少の差はあるが同一の群集に

含めて考えるのが妥嶺と考えられる。

　高瀬川におけるヒメノガリヤスーヤシャブシ群集

は20～40種の種類で構成されるがウダイカンパ，

ススキ，パッコヤナギなどで区分される下位群落と，

シナノザナ，ツマトリソウ，チョウセンゴヨウなどで

区分される下位単位に分けられる。前者の立地は中

洲などの開放的な砂礫土で，寡雨期にはきわめて乾

燥するのに反し，後序ではサワグルミ林などの渓谷

林に接し，水分供給の恵まれた立地上に生育する。

しかし両者の立地環境の差は少な帖

　ヒメノガリヤスーヤシャブシ群集には，ミズナラ，

カソラ，ナナカマドなどの木本植物の平群がわずか

ながら生育している。したがって河道の変化などに

より生地が安定の方向に向えばミズナラとウダイカ

ンパの混生林となる可能性がある。逆に，1～数年

に1度の洪水によって破壊されて消滅し門生の下地

に新らしく群落が形成される。
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5，崩壊地および硫気孔周辺植物群落

24）シナノザサーススキ群落

　　5α3αPαπ乙・琵∠α孟α一盈3・απまみ葛33乙π8π8乙3

　　Gese1主schaft　（Tab．23）

　高瀬川の海抜1，30伽に位置する地獄谷は，河床

部に噴気孔があり，たえず熱気を喰出させている。

噴出される蒸気は硫黄分を含有するため，その周

辺部の河辺植生や森林植生は硫気の影響を受け，他

の通常の植生域とはや工異なっている。

谷に面した斜面で固い呼ばんに士壌が薄く堆積し

Tab．23　5α8αpαπ乙。葛6α6α一2V‘30αル孟ん払8

　　　　　シナノザサーススキ群落

たところにはススキが密生して草原状となっている。

草原の構成種にはシナノザサ，ヤマハハコ，ヨソバ

ヒヨドリ，イタドリなどのススキクラスの種群が多

い。しかし地表に接してイワカガミ，イワナシ，ア

カモノ，シラタマノキなどの小低木が生じ，しか

も，ホソミズゴケやモウセンゴケなどの種類が生育

する点は他の崩壊地先駆植生としてのススキ群落に

見られない特徴であろう。これらの特徴的な植物群

は大気中の硫黄分に抵抗力があり，硫気孔植物群落

の構成種として報告されている例が多い（吉岡1965他）。

3乙π8π3乙3　－　Geselischaft

Nr．　d．　Aufnahme　： 調 査　番 号 1 2

Daもum　d．　Aufnahme　： 調 査　年　月 日 ！71

W20

171

W20

・　　●　　　　　　　　　　　　●　　7

Hohe　u・　超eer　（那）　： 海 抜　　高 度 1310 1310

Exposition： 方 位 甑 NE
Nei竃臨g（O） 傾 斜 35 35
Gr6sse　d．　Probe重1…｛che　　（2）　： 調 査　　面 積 16 12
H6he　d，　Krautschicht　（η）　： 草本層の高さ 1．5 L5
Deckung　d．　Krau七schicht　（％）　： 草本層植被率 85 80
Deckung　d・　Moosschicht　（％）　： 蘇苔層植被率 10 10

Artenzah1　： 出 現　種 数 19 18

T虻enRarte亘d．　GeseUschafも　： 群落区分種
瓢iscanthus　sinensis ススキ 5．4 4．4

Anap議aiis㎜rgarltacea　var・angustior ヤマハハコ 2・2 1・2

Sasa　pa簸圭culaむa シナノザサ 十。2 2．2

距）upator　ium　chinense　var，　sachaliゑeτ1se ヨ　ツパ　ヒ　ヨ ドリ 1．2 十・2

Solidago　virga－aurea　var．　asia七ica アキノキリ ンソウ 十 十

Ca1蹴agrosもis　longiseもa ヒデノガリヤス 十 十

Begie玉ter： 随 伴　種　・

Repaもicae　sp・ 苔類の一種 1．2 1．2

Shorもia　　soldanelloides イワカガミ 1・2 十

Trie簸talis　europaea ツマトリ ソウ 十 1．2

Polygon㎜　cuspidatu鵬 イタ　ドリ 十 1・2

Men2jesla　r口殺1もiflora ウラジロヨ ウラク 十 十
甲

Gaultheria　adenothτix アカモノ 十 十

Drosera　roむundifoha モウセンゴケ 十 十

Sphagn登m　girgensoh燕ii ホソバミズゴケ 十 十

Polytric滋登m　3uniperinum スギゴケ 十 十

P玉nus　parviflora ヒメ　コマツ 十 ●

Rhus　trichocarpa ヤマウルシ 十 o

Epigaea　aslatica イワナシ 十 o

Desehamps圭践　flexuosa コメススキ 牽 o

VacciRium　uliglnosum クロマメ ノキ ● 十

Gau1もher韮amique玉主ana シラタマノキ
o 十

Tofieidia　japonica イワショ ウ・ブ
●

十

Fu豆dorもe調査地　：Jigokudani高瀬川地獄谷
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25）テソニンソウ群落

　　五鋤oo306μ7鎚規ノαpoπ乞。払㍗

　　Gesellsehaft（Tab．24）

　高瀬川の海抜9◎0～1，30◎窺の範囲内に導いて，

斜面下部と氾らん原の接点付近には，しばしば木本

層の欠けだ草原が欝立つ。とくに本流と支流との合

流点替近は，不安定地でしかも湿潤地であるため，

高木林や低木林は生育せず，高樹の華本望物が密生

している。訟もな草原構成種にはテソエンソウ，カ

メバヒキオコシ，オオヨモギ，ノリクラアザミ，ソ

バナ，クガイソウ，タマガワホトトギスなどの茎の

多汁な軟質の多年草が多い・

　さらに群落内にはオシダ，ジュウモンジシダ．サ

カゲイノデなどのシダ植物やミヤマカンスゲ，タニ

ギキョウなどの本来は湿生林，とくに，ジュウモン

ジシダーサワグルミ群集内の林床に生育するはずの

種群が，地表に接して生育している。このことは，

1つにはかつて，ジュウモンジシダーサワグルミ群

集の立地であったが，近年人為的あるいは風圧など

の他の条件によって低木屡以上の樹木がもち去られ

その空間を代償する植被として生育するものと考え

られる。また森林生の植物を多くもたない植分では

別に，湿生林のソデ群落の機能を果しながら全く自

然の植物群落として持続している群落であると解す

こともできる。

　高瀬川の河岸にはテソニソソウ群落はひかくてき

広範囲に生育している。とくに，がいすいの発達し

た斜戸部の基部にはまと買った下風が見られる。

26）テキリスゲ群落

　　　0αγ¢即　ん乞。‘επ認3＿Gesellschaft

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Tab．25）

　高瀬川の氾らん原は，地質的に軟弱であるのと，

しばしば増水が起るため大領や小骨の多い河床部が

法がっている。とくに湯俣より下流の南北に流れる

部分においては巾1◎0初にわたっている。このよ

うな砂礫地は流れの機械作用によって植物の生育は

おさえられほとんど無植下である。しかし，両岸の

斜面に接した部分や，支流との合流点の一部などの

礫が細かく，多かれ少なかれ砂土が堆積したところ

には河辺回目に特有な植物がまばらに生育する。

　全般的に生育する植物にはテキリスゲ，フキ，ス

スキ，カワラバハコ，イタドリ，オオ…ヨモギなどが

あげられる。この、うちカワラノ〉・コ，テキリスゲは

河辺や多湿の崩壊断面に特徴的に生ずる。高瀬川の

場合はブナクラス域に多いテキリスグに．よってテキ

リスゲ群落と規定された。

　流水辺のしめつだ紋子の細かい砂土上にはイワア

カパナ，タニソバなどが生育している。まだ乾いた

綴土．上にはヌカボシソウ，ヒトソバヨモギなどが低

鞍度ではあるが生青している。

　今Bのテキリスゲ群落は，おそらく資料が蓄積さ

れ，他地域と比較すれば，二つの異なる群落に分類

が可能であろう。

貿）フジアザミ群落

　　0εγ3乞珈πP払η）払7α孟母π冨一GeseBschaft

　　　　　　　　　　　　　　　　　（Tab。26）

　高瀬川中流湯俣付近の河川ぞいの急斜面には，し

ぼしば崩壊地が広がっている。斜圏角度は西向きで

診よそ30～40度内外，：立地は大礫や小礫が需に

移動し，しかも透水性に露むため衰層土は乾燥してい

る。そのため南国はきわめてまばらである。

　このような不安定な立地に先駆的に生ずるものと

して，フジアザミ，フキ，ヤマブキショウマなどの

広葉草本植物やススキなどの叢生状の植生が団かい

状に見られる。これらの種類の根茎は太くて長くこ

のような不安定地でも十分に発達する特微をそなえ

ている。

　ブナ林中のほう壊地の植物群落の体系は蓑だ確立

されていない。現在まで知られているものに富士山

の砂礫地に生育するフジアザミーヤマホタルブクロ

群集（宮脇他1964）がある。高瀬川では1資料し

か得られなかったが種組成的にこれときわめて近似

しているため，この群集の一断片と免るのが妥当と

考えられる。
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T、b2壌伽…cε卿襯ブ・P傭・％恥Ges・1三sch・ft

　　　　　　　　　　テンニンソウ群落

蓉，．δ．A・｛nah艶・・

P、・・櫛δ・A・｛nahm・C71）・

働・U．醗ee・圃・

li麟ll。b，　、。、が〉：

琵δh・d．V・g・毛・tl・・（η〉・

　　　　　　　。Vegetat呈・n（％〉：ρeck・葦ng　d

Ar乞e糞zahl・

　　LeUCOSCeptrUm　3apOmCUm
　　Eupatori・鳳chi轟ense　var．　sachaline・se

　　Petasltes　〕apon1CUS
　　PIectran幽us　ka！穀eba

　　T1arella　polyphylla

　　Trilhu田s恥al茎li

　　Osmorhiza　aris色ata
　　Aralia　cor（圭ata

　　Artern1S葦a　凱ontana

　　Epi1・biu鵬cephalostlgma
　　．Clinopodiu恥grac｛le　var．　mu圭ticaule

　　Clrsiu鵬norlkurense
　　Aster　glehnii　var．　hondoens三s

　　Adeロophora　re窺10tiflora

　　Veronicastrum　siblrlcum
　　Tr呈cyrtis　latifo玉呈a

　　Thalictrum蚕ilamentosum

So罰s£i　e　Arten：

　　Dry｛）pter圭s　crassirhizo塒a

　　Sa飴bucus　sieboi〔嚢ana

　　Polystlchum　tripteron

　　At｝｝yriu鵬yokosceRse
　　Phe琶opteris　po茎ypo〔美io圭（墨es

　　Peracarpa　car臓osa

　　Polystichu恥　retroso－paleaceurn

　　銭ydraBgea獄acr・phylla　var．　acu融aね
　　Acer　mi　cranthum

　　Carex　dolichostachya
　　Hubむs　cra乞aegifolius

　　Asperula　oδorata

　　Sc殖zopepon　bryoniae蚕olius

　　顛aian毛hem賎斑dllatatum

　　Ca｝amagrostis　hakonensis

　　Athyriu斑pycnosoru憩

群

そ

調

払
方
傾
調
植
植

出

ア
ヨ

フ

　ゆ
ス

エ
ヤ
ウ

イ

ヤマ
ノ

ゴ

ソ

ク

ミ

オ

ミ

タ

ヤマ
コ

ミ

ミ

ミ

査　番　号 1 2 3 婆 5

査年月日 8 8 8 8 8
19 19 20 18 18

抜　高 働 1鈴。 1210 1励 1325N 一 一 E N
斜 30

一 『 翻 照
査　面　積 お 6 15 お 鋤
生　　高 1 14 14 ユ．7 1

被　　率 鮪 90 紛 1GO 義

心　種　数 18 12 お 面 4
落　区　分　種
ンニンソウ 4。43．3 5．4 3．3 5・5
ツバヒヨ　ドリ o 十 牽 3．4 十

　　　　キ
＜oヒキオコシ“

： 十。2

R．4
1．2
P．1

÷・2● 十1・2

タヤクシュ o o 十 1・2÷。2
ンレイソウ 十 o o o 十

ブニンジソ 十 o o ■ 十
ド

■ 十 十・2 ◎ o

オヨモギ o 十。2 6 2・2 o

　　　「純Aカノミナ ● 十 ■ o 十

　　　噛}　トウノミナ o 十・2 o ● ÷。2

リクラアザミ o 9 1．2 o 十

マ　　　ナ o ◎ 十 o 十

バ　　　ナ o o o 2．3 十

ガイソウ o ● o 2．2 十

マガワホトトギス ● o o 十92十・2
ヤマカラマツ o o ● 十 十

の　他　の　種　　　　國9

シ　　　タ 十 十 ■ 2・2 2．3
ワ　　ト　コ ÷ o 十 1．2 o

　　　　　」?ウモンジシダ 十 o o 十・2 十・2

ピノネゴザ o 十 o 1。2十・2
　　　魑с}ワラビ ■ 十・2 ●　　． 十 十

ニギキ∋ウ 十・2 ゆ 十 ● ●

カゲイノデ 十 o o 十・2 o

マアジサイ ÷ o ● o 十

　辱皿、9~冬カエア 十 o o ● 十

ヤマカンスグ o 十 2．3 o 9

マイチゴ o ● 十 十・2 ●

ルマバソウ ◎ o 十。2 十 o

ヤマニガウリ o o 十 十・2 o

イヅルソウ ● o o ÷→2 十

メノガリヤス o o o 十 十。2

　　　　“с}シケシタ o o o 十 1・1

11競1圓の種　Ausserdem　le　einmal　i漁Aufn．翫．1：Polyst1chopsis　standishiiリョウメンシダ2・3，猛ydrangeaジetiolarisツ，レ

　　アジサイ十・2，Smilacina　yesoensisヒロバノユキザサ十，　Parls　tetraphyllaツクバネソウ÷，　Carex　coRiρaヒメカンスゲ÷，

　　Plectran£hus　trlchocarpusクロバナヒキオコシ十，　Rhus　ambiguaツタウルシ幸，　Rerocarya　rhoiξollaサワグルミ十，
　　in　3：Acer　palmatum　var．　matsumuraeヤマモミジ十，　Fraxinus　lanuginosaアオダモ十，　Oxalis　grlfξit繍ミヤマカタバミ
　　÷，　Lactuca　raddeana　var．　elataヤマニガナ十，　Cy臓anchum　caudatumイケマ十，　Chelidon沁m　1識＆jus　var．　aslaticu磁　クサノ

　　オウ十，　Viola　kusaBoa隙　オオタチツボスミレ十，　Sanicula　chinensis　ウマノミツバ÷，　Σrlgeron　an臓uu＄　ヒメジョオン÷，

　　in　4：Rubus　microphyllus　var．　subcrataegi董oliusミヤマニガイチゴ1・2，　Cacaha　nikomo日t囎aオオカニコウモリ1・2，　Arunc聡
　　diolcus　var．　ka蹴s曲a£lcusヤマブキシヨウマ1・2，　Aralia　elataタラノキ1・1，　Clrcium　nippQnlcumナンプアザミ1・1，

　　恥drangea　paniculataノリウツギ1・1，　Carex　kiotensisテキリスゲ十・2，　Vitis　coi即etlaeヤマブドウ十，　Betula　maxl搬owlcz－

　　lanaウダイカンバ÷，　Patrinla　villosaオトコエシ÷・2，　Picris　hleracioides　var、　glabrescensコウゾリナ十，　Angelica　poly一

　　醗orphaシラネセンキ・ユウ÷，　Philadelphus　satsumiバイカウツギ十・2，　Llndera　umben　ata　var．組e羅branacea　オオバクロモ

　　ジ十，　£uonymus　melana轟thusサワダツ十，　Acer　rufinerve　ウリハダカェデ→一，　Prunus　graya葡　ウワミズザクラ十，

　　翻scanthus　sinensis　ススキ十，　Dlsporum　sessile　ホウチャクソウ十，
　　in　5：Saxl藪aga　bracteata　var。　kikubukl　クロクモソウ1・2，　Carex　siderosticta　タガネソウ÷・2，　Circaea　alpinaミヤマタニ

　　タデ÷・2，A描yrium　pterorachisオオメシダ1・2，　Polygonum　nepalenseタニソバ十・2，　Cle出ra　barbinerv呈sリョウブ十・A1魏s

　　fir蒲aヤシャブシ十，　醗enziesia　pentandraコヨウラクッッジ÷，　Struthiop£eris　nlponicaシシガシラ十，　Pla呂logyrla田滋su一
　　親陰ureanaヤマソテツ十，　醒atteuccia　orie償ahsイヌガンソク÷，　Caca｝la　aaenostyloidesズ〉ニコウモリ→一，　Seneclo　n鰍oeか
　　sisサワギク十，　Schizophragma　hydrangeoidesイワガラミ十，　Aden◎phora　triphy｝｝a　var．　laponicaツリガネ・ニンジン十・

　　Festuca鵬yurosナギナタガや十，　Polygonum　cuspldatumイタドリ十，　Filipe轟dula　multilugaシモツケソウ十・　Galium
　　kaπ｝tschaticum　var，　acutifo｝iumオオバノヨツバムグラ十，　Ha！namelis　laponlca　var．　obtusataマルバマンサク十・　S痴1acina

　　hondoensisオオバユキザサ÷，　月ypericum　kamtschatlcumイワオトギリ率，　Aster　ageraもoldes　var・harae　f・1auca殖husシ

　　ロヨメナ÷．
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Tab．25　Cα7eエ翫。‘e細s－Gesellschaゼt　テキリスゲ群落

　　　　　a．Untereinheit　von物ρ酬C㍑ηeγec伽オトギリソウ下位単位

　　　　　b．Unterelnheit　von　EPど！oうど襯。θ伽！05’∫g繊イワアカバナ下位単位

Nr．　d．　Aufnahme：

1）atum　d．　Aufnallme：

薮δhe益．　Meer（m）：

Gr65se　d．　Pr。befl銭che（㎡〉：

H6he　d．　Vegetatlo・（cm）：
Dec弐ung　d．　V・get・tl・・（％）・

Artenzah1＝

Trennartδ．　Gesellschaft：

　　　　　　　　　トー一a一一・b一一
調査番号　「1　2　3　4　5　6　7

Carex　kiotensis

Trennarten　d．　Untereinheiten：

猛ypericum　erectum
Agros㌻is　clavata
Luzu｝a　p｝u｝nosa

Potentilla　fragarioides
Arte面sia　m。nophylla

猛P三1。b玉um　ce伽10stigma

Anaphahs　margaritacea
Pdyg◎num　ne磐ale貝se
A1亘us　fir憲na

Senecio　nik◎ensis

Salix　bakko
Salix　sachalinenslS

Arten　（1　赫iscanthetea　sinensis　，

Petasites　japonica
Anaphalls　margarltacea　subsp．　yed・ensis

Miscanthus　sinensis
Polygonum　cuspidatum
露UpatOriU醗ChinenSe　Var．　SaChalinenSe
Picris　hieracioldes　var．　glabrescens
Campanula　punctata　var．　hondoensis
S◎lid＆go　virga－aurea　var．　asiatica

Begle重ter；

　Arte田isiamoねtana
　Araha　elata
　（）arex　slderOS巨cta

　Betula　江naximowicziana
　Hubus　mlcrophy｝Ius　var．　subcrataegi£oiius

　Carex　hakonensis
　Carex｝acens
　Erigeron　canade日si5
　P。ly霧。職um　sachaline臓se

　Aralla　cordata
　Carex　dGlichostachya
　Cynanchum　caudatu田
　Bet賎la　grossa
　Schizopepon　bryoniaefolius
　gydrangea　paaiculata

調査年月β ’71 ノ71 ’71 ’71 ノ71 ’71 ’71

849 ＆49 8．49 8／18 848 848 8呑8

海　抜　高　渡 1250 王330 1230 王200 エ250 1190 11go
調　査　面　積 15 20 6 25 100 15 15

槙　　生　　高 20 50 lo 40 30 40 50
植　　被　　率 50 45 40 40 30 20 20
出　現　種　数 20 20 ｝5 19 22 28 29

群 落　区　分　種
テキリスゲ 3・4 3・3 2・2 2．2 2・2 ÷ 十。2

下位単位区分種　オトギリソウ

「一｝；「 ● o ● ● o

ヤマヌカボ i十 十 I　　　o ● ● ● ●

ヌカボシソウ ｝十 十 ● ■ ● ●

キジムシP 1十 十 1　　’
○ ● ● ●

ヒトツバヨモギ i十 十 1　　璽 ● o ■ ■

L＿＿＿＿＿＿＿｛＿＿＿一＿一一＿一一一一一一一一一一一一一噌

イワアカバナ ● ■ iレ2 2・2 ÷・2 十・2 1・2し
ヤマハハコ　　　　魑

^ニソバ
： ： 1＋12・3 十1・2 王・1 午1・2 牽2・31

　　　“сVャブシ ● o 1　　． 十 十 十・2 十

ボロギク o ● 1÷ ● ● 十 十

バツコヤナギ o ● 1　　・ 十。2 ■ 十 十

オノエヤナギ ● ● 1　　・ o 亭 十 十・21
L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

ススキクラスの種
フ　　　　キ 十 十・2 十 十・2 1・2 十 十・2

カワラバハコ 2．2 1・2 十 2・2 王．1 o ●

ス　　ス　キ 十 十 o 十 ● 十 十

イタ　ドリ 十・2 十 十 ● o ÷ ●

ヨツバヒヨドリ 十 1・2 ● 十 ● 十 ●

コオゾリナ 十 ● o 1・1 千 ■ 十

ヤマホタルブクρ 十 ● o o 十 ● 十

アキノキリンソウ o ● ● 十 十 ● 十

随 伴　　種
オオヨモギ 1・2 十 十・2 い2 1・2 十 十

タ　ラ　ノ　キ 十 1・1 o o ■ 十 →一

タガネソウ 十 十 ■ ● ■ ● 十
　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

Eタイカソノミ ● 十 ■ 十 十 ● ●

ミヤマニガイチゴ o 十 ● ● 十 十 ●

コハリスゲ 十 ● ● o 画 o 十

ハガクレスゲ o ● ● 1・1 1・2 ● ●

ヒメムカシヨモギ ● o ● 王・1 十 o ●

オオイタド夢 辱 ● ● 十 1・2 ■ ●

ウ　　　　ド ● o o 1・2 ■ 十 ■

ミヤ’マカンスゲ o ● の ● の 1・2 十。2

イ　　ケ　マ ● ● ● ● の 牽 十
　　　　　“　“　　　　　　　　　　　　　　、

?クソミ不バリ ● ● ● ● 9 十 十

ミヤマニガウリ ● ● ● ● ● 十 十

ノリウツギ ■ ● り ● 9 十 ・÷

出現1回の種Ausserde田｝e　einmal　in　Aufn．1：Larix　lept。iep15カラマツ十，　Carex。xyandraヒメスゲ十，　C｛rcaea　erubescens

　タニタデ÷・in　3：An呂ellca　pubescen5．シシウド十，　Astilbe　thunbergil　vaL　congestaトリアシショウマ十，　Polygonu孤debile

　ミヤタニソバ十，Sa毅na｝aponicaツメクサ十，　in　3：Con三〇sehnu瑚flhcinumミヤマセンキュウ十，　Carex　mo｝hc宙aヒメシラスゲ

　王・2，　Clinopodiu揃gracile　var．　sachalinense　ミヤマトウバナ十・2，　Carda：nine　scutataオオバタネツケバナ十・2，　Plantago

　aslaticaオオバコ十jn　4：Cercidiphylluln　laponicumカツラ十，　Clinopodium　gracile　var．　multicauleヤマトウバナ十，　A5perula

　◎dorataクルマバソウ十，　Erigeron　annuusヒメジョオン十，　Agrostis　aibaコヌカグサ十，　Aruncus　dioicus　var．．医amtsc酷ticus

　ヤマブキショウマ十jn　5＝Chosenia　arbutifoliaケショウヤナギ十，　Weigela　hortensisタニウツギ十，冠P｛lobiu鵬angustlfohum
　ヤナギラン十，Aster　ageratoides　var．　harae　f．　Ieucanthusシロヨメナ十，　Aquiiegia　buergerlaロaヤマオダマキ十，　in　6：Astllbe

　磁icrophyllaチダケサシ十，　Boehmeria　tricロspisアカソ÷，　Viola　grypocera5タチツボスミレ牽，　Saxifraga　fusca　var．　kikubuki

　クロクモソウ牽，Agrost揺clavata　var，　nukaboヌカボ十，　in、7：Brachypodium　sylva嫡cumヤマカモジグサ十・2，

　Cerastium　ho｝05teoides　var．　haiiaisanenseミミナグサ十・2，　Carex　o】ivacea　var．　angustiorミヤマシラスゲ十，　Rubus

　pa｝matus　var。　copめphyllusモミジイチゴ十，　Acer　m｝cranthumコミネカエデ亭，　Vitis　colgnetiaeヤマブドウ→一，　Muh｝e員bergla

　麺p◎nicaネズミガや十・
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聖ab●26　0乞ゲ3ε葛π乙　p％γp葛γα6τ6η診　一一　GeseIlsehaft

　　　　　　フジアザミ’群落

Nr．d．飢fτLa㎞e　　：

Datum’d．Auf捻ah搬e　：

Hすhe　罎．Mber　（m）　：

Exposiも童on　：
Neigung　（o）二
Gf6sse　d．Probef1五che　（㎡）　：
Hbhe　d。Vegetaも圭On　（糀）　：

Decku箆g　d・Vege乞ation　（％）

Artenzah主　：

調　査　　番　　号
調　査　年　月　B

海　抜　　高　　度
方　　　　　　位
傾　　　　　　斜
調　査　　　　積
植　　　生　　　高
植　　　被　　　言

出　現　　種　　数

Trenna．rも　d．Gesellschafも　；

　C圭rsi賢m　purpurat㎜
Arten　d。MiscaRtheもea sine窺S三S　

：

　　Asもer　ageraもoides　var・◎vatus
　　MiscaRもhus　sinensis
　　Aruncus　dioicus　var．kamtschaticus
　　Eupatoriurn　ehinense　vay．sacha1圭亘ense
　　Anaphal重smargarltacea　vay・angusも10r

　　PetaSiteS　japOn圭CUS
　　Polygon㎜　cusp玉dat登m
　　Deschampsia　flexuosa

Fundort調査地　Y騒ata湯．俣

群落区分種
　　フジアザミ
ススキクラスの種
　　ノンンギク
　　ススキ
　　ヤマブキショウマ
　　ヨソバヒヨドリ
　　ヤマハハコ
その他の種
　　フ　　　キ

　　イタドリ
　　コメススキ

　1
，71

　8
17
1350

W
35
36
0．8

50

9

3。3

2。3

2・2

1。1

王。1

十

2・2

十

十

Tab．27 Rん040（オ8π（Zγ07し　渉30ん07匹03彦～ンZ
チョウジユメツツジi群落

var．　6ε6ヶ・α濡8γπηL一（｝ese正1sehaft

Nr．d．A貰fna㎞e　： 調 査　　番 号 1 2 3 4

Daもum　d。A“fnahpae　： 調 査　年　月 日 ’72

@7
Q1

721

’72’72’72

@　　7
@　　21

721

珊he　宣．瓢eer　（初）　： 海 抜　　高 度 1弓60146014601460
ExPosition　　： 方 位 W W W W
NeigUR9　（o）　： 傾 斜 50 65 55 55
Gf6sse　d．Probef1ざche　（㎡）　： 調 査　　雨 積 25 15 16 9
H冠he　d．Vegetation　（飛）　： 植 生 高 0．1 Oj　5 0。30．15

Decku識g　d・Vegeむa毛圭On　（％）： 植 被 率 20 25 20 4◎

Artenzah1： 出 現　　種 9 10 8 8

Tre貧籠arten　d．Gesellschaft　： 群・ メ分種

Rhodode照ro識tschonos　i玉var。亀e　trame】触m チョウジコメツツジ ．。 R 2・2 2・2 2．3

Shortia　も01d呂ne主lo宝des　var．ilic量fQ1童a ヒメイワカガミ o 十 十 十

B三ec滋num　a瀟abile オサシダ o 1・1 9 皆一・2

晩m＿ロ．Trennarten　d．Kδheren】3主n姦e　iもen　： 上級単位の標微種と区分種

Menzi6sia溢ult媛lQra ウラジロヨウラク 十 正・2 十 1・2

LeUCOthOe　gr＆ya窺a　Var・91aUeina ウラジロハナヒリノキ 十 十 十 十

V塾ceiniu憩聡1iginQsum クロマメノキ 十 ， 1・2

Tr圭peta王eia　braCteata ミヤマホツツジ 十 十 ● ●

Rhodode聡（晃rQn　bぎachycarp㎜ バクサソシャクナゲ 十 o ● ・

Be’圭e三ter　： 随 伴　種
Arcter宝ca　nana　？ コメバツガザクラ ？ 十・2十・2十・・2

●

夏）escha孤psia£1exu◎s呂 コメススキ 十 1・2 十・2 ・

Miscan乞蓋ULs　　sine1｝sis ススキ ・ ． 十 ÷

SorbUS　　CO㎜ixta ナナカマド 十 ・ ● ●

肱rix　leptolepis カラマツ 十 ● ● ●

Polygoれ㎜　c疑sp玉6a亀um イタト○リ 覧
十 ● ■

Ca互amagrostis　hakonensis ヒメノガリヤス ・ ● 1．2 ○

P隻nus　payv玉f生Qra ヒメコマツ ● ◎ ● 十

F臓dort　　調査地：Yu1賂⑫湯俣
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　6。岩隙地倭生低木群落

　　ZWe㌘9stra越chgesellsehaft
28）チョウジコメツツジ群落

　　1～ん0010（孟6π（Z7辱0π　　630ん07し05b彦乞‘　var．

　　6¢孟アα7πετ魏一Gesellschaft　（「rab。27）

　海抜1，450彿付近の湯婆川流域では花入岩の岩

隙にチョウジコメソツジ，ウラジロハナヒリノキ，

ウラジロヨウラク，ミャマホツソジ等のツソジ科植

物を主体とした岩隙寮生低木群落が生塾している。

群落構成種にはコメバソガザクラ，クロマメノキな

どの高山風衝低木群落の種群やコメススキのように

崩壊地に先駆的に出現する種が混生している。

　上記のヅツジ科木本植物によって蒋徴づけられる

チョウジコメツツジ群落は，直黒に土砂が堆積した

という植物にとってきわめて環境のきびしい立地に

生育している。一般にブナクラス域の岩角地には，

ハコネコメツツジ，オオコメツツジ，ミヤマキリシ

マなどのヅツジ属（ノ～ん0404επdγ0π）を含む罎生低

木と草本との混生群落が形成されているが，チョウ

ジコメツソジ群落はこれらの混生群落と種組成や立

地が類似した点がある。

b，代償植生　Ersatzgesellschaften

　1．二次林　Sekundare　Walder

29）カスミザクラーコナラ群落

　　Prα秘8ひ8γθo蹴4α一ρ膨70囎387プαオα｝

　　Gesellschaft（Tab．28）

　海抜8007π以下の山麓部，澄よび丘陵部には広

範圏にわたってコナラ林が分；遇している。この地域

は，心心数100八間にわたってもっとも人為的影

響が強く齢よぼされ，自然植生はほとんど残存せず

わずかに神社のまわりなどに生育する老樹大木から，

かつての自然林の姿を推察するのみである。この地

域のコナラ林は，薪炭林として定期的に伐採，利胴

され，存続してきたものである場倉が多い。

　調査対象となったコナラ林は，高瀬川流域の海抜

高度770飛の地点に存在する。このコナラ林は，

高木箆1層に樹高12解に達するコナラが75％以

上を占め，一斉林の様相を呈している。他にはアカ

マツ，ミズナラが単木的に交っているにすぎない。

高本第2層は急度も低く，コナラ，ミズナラ，ハリ

ギリなどが激生しているのみである。低木麿，草本

層には，ハウチワカエデ，ハイイヌツゲなどのチシマ

ザサーブナ群団を特徴づける種や，ミヤマガマズ

ミ，ダンコウバイ，マイズルソウ，ミヤマナルコユ

リなどのブナクラスの構成種が多数生育している。

これらのことより，このコナラ林は，ブナクラス域

に診ける裏日本型コナラ群落の一林分であると考え

られる。

　調査地点は，高瀬川が上流より運んだ土砂と斜面

より崩壊し，堆積した土砂より成る面争岩質の」・礫

状平坦地で河岸段丘上にある。かつての氾濫原であ

ると考えられる。

　一般に，コナラ林はヤブツバキクラス域に澄ける

スダジイ林，シラカシ林のそれぞれの代償植生とし

てのオニシバリーコナラ群集，クヌギ～コナラ群集

とブナクラス域におけるブナ林の代償植生としての

カスミザクラーコナラ群落に大別されている。

　調査対象となったコナラ林は，種組成的にはカス

ミザクラーコナラ群落に属するものマと考えられるが

もともとカスミザクラーコナラ群落は，裏日本に澄

げるヒメアオキーブナ群集の伐採後に於ける二次林

であり，このコナラ林をこれに位置づけることが適

当かどうかはやや問題がある。なぜならば周辺の立

地条件や隣接群落から判断すると，このコナラ林は

ブナ林の伐採後に出現した二次林ではなく川の中洲

や溺状地のような乾燥しやすく同時に増水時には極

めて多湿化するという壌境条件のもとに生育してい

たアカマソ林が土砂の堆積につれて立地がかわり，

コナラ林へと遷移してきだものであると考えられる

からである。それゆえに，このコナラ林はヒメアオ

キーブナ群集の代償植生としてのカスミザクラーコ

ナラ群落として規定するよりも，自然植生としての

カスミザクラーヌナラ群落と規定する方が適切であ

ると考えられる。つまり，ブナ林に対する伐採とい

う人為的影響と，このコナラ林に与える増水時の物

理的破壊作用によって林床を洗うという自然環境が

植生に対して同じような規制条件となっていると考

えられる。コナラ林は，いままで自然林としてでは

なく，代償植生として理解されることが多かっだ。

調i査対象となったコナラ林のように種組成的には代

償植生のカスミザクラーコナラ群落と同様であって

も立地条件から判断すると自然林と見なした方が適
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切であろう。ただ，今回の調査で得られたコナラ林

の植生調査資料は極めて少なく，自然林としてのコ

ナラ群落を規定することが出来なかった。そのため，

一応，種組成に中心を置き，代償植生としてのカス

ミザクラーコナラ群落の一林分として把握された。

30）　ヤマツソジーアカマツ群集

　　Rhodoreto－Pi聡eむ㎜de職siflorae

　　crab．29）

　アカマツは巳本全土に広がり，その分布面積は極

めて広い。したがって，ブナクラス域におけるアカ

マツは｝ミズナラ，コミネカエデ，サワフタギなど

の夏緑広葉樹と共生し，ヤブツバキクラス域におい

ては，．スダジイ，シラカシ，ヤブツバキなどの常緑

広葉樹と混生していることが多い。

　長野県の低地部に澄いては，夏季はかなりの高湿

になり，冬季は寒冷でしかも乾燥するため，低地か

ら多子部まで広くアカマツが生育している。

　今回，調査対象となったのは高瀬川流域の海抜高

度800剛賛近のアカマツ林である。このアカマソ

林は，高木第一層に，樹高12拠に達するアカマソ

が60％の被度で生育しているQさらに高木第二層

以下においては，今まで日本各地に眠いて報告され

ているヤマソソジーアカマソ群集（鈴木・薄井三9

53）の導爆種および区分種としてのダンコウバイ

ヤマツツジ，ネズミサシをはじめミヤマガマズミ，

コミネカエデ，ウリハダ応唱デ，バクウソボクなど

のブナクラスの構成種が多数繊現し．ている。こうし

た種組成から，このアカマソ林はブナクラス域に於

けるヤマソッジーアカマツ群集として規定された。

　また，調査地点は，南向き斜面の傾斜角25度と

いう急斜蓬であり，土壌は深く，保水力，通気性，

排水状態も良婿である。

　一般的に，アカマツはブナクラス域に細いてはブ

ナ，ミズナラなどの落葉高木と比較して，競争力が

弱いため恵まれた立地条件のもとでは生育することが

出来ない。そのため，尾根筋や岩盤の上などのよう

に土壌の薄い，乾燥しやすい所や，保水力のな“荒

い砂や礫で出来だ川の中洲，蕩状地のような増水時

には極端に多湿化し，通鴬は著しく乾燥しているよ

うな厳しい環境条件のもとで生育している。また，

アカマツは，葉身に樹脂を含み，地衰に落葉が堆積

するにつれて±壌を酸性化させるため，立地の貧化

をもたらすことが多い◎

　こうした要因により，調査地は，アカマソ本来の

生育地というより，むしろ，ブナ，ミズナラ等を含

む夏緑広葉樹林の成立する立地であると考えられる。

それゆえに，このアカマツ林は，自然林と見なすよ

りも，ミズナラを含む夏緑広葉樹林が伐採されたあ

とに成立した二次林として考える方が適切である。

2．伐跡群落　Kahlschlaggesellsch農ft

31）　ヤナギラン群落

　　8μ♂・ゐ勧παπ卿翻プ・6如・一Gesellschaft

　　（Tab．30）

　ブナ区域に澄いて，ブナやミズナラの自然林の伐

採跡地には，しばしばヤナギランが高さ2携に及ぶ

密生した草原が形成されることがある。ヤナギラン

は美しい紅色の花を穂状につけ，その群落はきわめて

自立っ。この種は綿毛をつけだ種子を風力によって

きわめて遠隔地に散布する。同様な撒布型をもつ

ヨツバヒヨドリ，フキ，ノコンギクなどのキク科植

物もこの群落に生育している。

　ヤナギラン群落の立地は，今までブナを童とする

夏緑広葉樹林が伐採されることによって生ずる。森．

早事に蓄積された腐植や粗腐植が環境の急変によっ

て分解が起り，窟栄養化が進む。陰性植物のほとん

どは枯死する。このような土壌上に風散布植物がい

ち早く侵入するが，生存期間はきわめて短かく，数

年後にはススキ，シナノザサなどの草原に移行する。

このような伐採あと地の植生の植物社会学的研究は

欧州に飼いて進み，すでに，約10欄の霊要な群集

が記載されている．そして各群集に共通する代表的

な種のヤナギラン辮髪飴加皿脇g靭翻知面切飛

をとって，ヤナギランクラス£p慧obie乞e哉

angu醜ifoUi　Tx．et　Preisgほ950と規定さ

れている。欧州の気候とひかくてき類似する我が国

のブナクラス域には類似の立地にやはりヤナギラン

が生膏する。したがってわが国の伐採あと地群落の

いくつかは，このクラスに含められる可能姓をもつ。

　高瀬想では海抜1，350蹴の地点でヤナギランの

優顕する植分について資料が得られた。ヤナギラン，

ヨツバヒヨドリなどの群落区分種の他にオォヨモギ
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Tab，28　Pγ膿μ5ηerεcπ徹fα一Q麗eγc君55eγγαεα

カスミザクラーコナラ群落

Nr．　d．　Auf飛ahme： 調　査　番　号 1

Da撫揃δ　Aufnahme： 調　査　年　月　日 ’72

@　7
Q0

Kδhe舐．　Meer（m＞； 海　抜　高　度 770
Exposi宅lon＝ 方　　　　　位 L
Neigung（．〉： 傾　　　　　斜 一

Grδsse　d．王）robe負議che　（m’）＝ 調　査　懸　積 400
Hδ溢ed．　Baumschichレ1〈m）： 高木第ま層の高さ 12
Deckung　d．　Baumschicht－1（％〉： 高木第1層植被率 85
Hδhe　d．　Bau田schicht－2　（m）： 高木第2層の高さ 9

Oeckung　d．　Baumschicht－2（％）： 高木第2層植被率 藍0
Rδhe　d，　Strauchschic溢t　（m）： 低木層の高さ 3

Deckung　d．　Strauchsch玉cht　（％）： 低木手植被率 30
Hδhe　d．　Krautschicht　（m）： 草本層の高さ 0．3

Deckung　d．　Krautschicht（％）： 草本三歳被率 30
A践eazahh 出　現　種　数 45
Trennarten　d．　Gesellschaft： 群落区分種
Quercus　serrata コナラ B艮 5．4

　　Prunus　verecunda
　　Acer　cra宅aegi‘01ium

　　Abelia　spathulata
　　L・nicera　gracilipes
　　Cory茎聴s　sieboldiana

．Arte聡d．　uercet一＿⊥

　カスミザクラ
　　ウリカエデ

　ツクバネウソギ
　ヤマウグイスカグラ
　　ソノハシバミ

コナラーミズナラオーダーの種
　アカマソ

B2

K
B2

S
S
s
S

Pinus（lenslflora

Quercus　moBgohca　var．　grosseserrata

　　Kalopanax　pictus

　　Wisterla　floribunda

　　Rhus　trichocarpa
　　Po町th茎aea　vi1｝osa　var．　laevls

　　£u・ny醗us　alatus　var．　apterUS

　　EIuonymus　oxyphyllus

　　V玉bumum　erosum
　　Lindera　obtus…蓋oba

　　Prunus　grayana
　　Vacc三nium　hirtu隙

　　Clethra　barbinervis

　　Acanthopanax　sciadopy1韮oides
　V＆ccin呈um　oldharξ｝ii

　　Carex　la諺ceolata

　　O三spor犠m　sesslle

　　Polygonatu田lasian宅hum
Ar乞e臓d．　Fagetea　crenatae：

Fraxlnus　lanuginosa

　　至1ex　Crenata　var．　paludosa

　Vibumum　wrightii
　Acer　japonicum
　Acer　sieboldianum

　三lex　pedunculosa

　　Sorbus　commixもa
　sasa　pa識icula毛a
　　Smilax　siebo韮dii

　Pteridiu！罰aq魏ilinum　var．

　　Sol圭dago　virga－aurea　var．

　Cala狙agros宅is　arundinacea
　王xeris　dentata

　Viola　grypoceras
　醗a三anthemum　d玉1atatu瑚

　Festuca　parvigl“ma
　Lysimachia　clethroides
　Smilax　nippo轟ica
　Pae（韮eria　sca羅de籍s　var．

Ca⑬a副a脚ctata　var．
　　継ela斑pyrum　r◎seu田var．’

latiu＄CUlum

as互atica
var．　brachytrlcha

ma葦rel
　hondoensis

　　，aponicum

ミズナラ

　　ハリギリ

　　フ　ジ

　　ヤマウルシ
　　カマツカ
　　コマユ　ぐ
　　　　　　　　ヘ

　　ソリパナ

　　コパノガマズミ
　　ダンコウバイ

　　ウワミズザクラ
　　ウスノキ

　　リ珊ウブ

　　コシアブラ

　　ナツハゼ

　　ヒカゲスゲ

　　ホウチャクソウ
　　ミヤマナルコユリ
ブナクラスの種
　　アオダモ

　　ハイイヌソゲ
　　ミヤマガマズミ
　　ハウチワカエデ
　　コハウチワカエデ
その他の種
　　ソヨゴ

　　ナナカマド
　　シナノザサ

　　ヤマガシュウ
　　ワラビ

　　アキノキリンソウ
　　ノガリヤス
　　エガナ

　　タチソボスミレ
　　マイヅノレソウ

　　トボシガラ

　　オカトラノオ
　　タチシオデ
　　ヘクソカズラ

　　ヤマホタルブクロ

　ママコナ

B韮

B2

K
B民

B2

S
B2
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
K
K
K：

B2
S
S
S
S
S

S
S
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

1・2

十・2

1・2

十・2

十

　十

1・工

十

十

1・1

1。2

十

！。・1

2・2
十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

2。3

十

十

十

十・2

！。2

十・2

十

十

十・2

　　一ト

　1・2

　1・2

十・2

　　十

　　十

　　十

　　十

　十
　　十

　　十

　　十

　十
　十
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Tab．29　Rhodoreto－Pinetum　densif至orae
　　　　　　　　ヤマツツジ　一　アカマツ群集

碁画譜無臨1：　　　　　調

Hδhe琶。　Meer（切
Expos三t…on…

Neigung（．）：
Grδsse　d．　Probefl護che（ηL2＞：

Hδh¢δ。Baumschlcht－1（m）：
Deckung　d．　Baumsc難icht－1（％＞
Hδhe　d．　Baumschichい2．（肌）：
Deckung　d．　Baumschlcht－2（％）
｝｛δhe　d．　S£rauchschlcht　　　　　　　　　　　　　　　　　　（糀）：

Deckung　d．　Sもrauchschlcht　（％）
H6he　d．　Krautschicht　（7π）　：

Deckung　d。　Krautschlcht　（％）：

Artenzah1＝

nn－u．　Trennarten　d．　Ass．

三
方
三

三

導

出

PinUS　densi｛10ra

Rhus　trichocarpa

　　玉1ex　pedunc臓losa

　　Lyonla　ovalifolla　var．　elliptica
　　C玉ethra　barb圭nerv茎s
　　RhodO（圭en（圭ron　kaempferi

　Ju轟iperus　rig呈da
　　Rhododen（圭ron　japoRic縫搬
Arten　d．　Fa　e乞ae　creRatae：

Sy職plocos　c　lnensis　v直r．　leucocarpa　｛。　pllosa

Viburnu田wrightll
Fraxl照s　lan秘gin・sa

Acer　rnicran£hurn
Acer　ruflnerve
Styrax　obassia
Acer　d圭stylum
Ts縫ga　sieboldli
Magnolia　salicl董olia

　　Vlburnu臓1　furcatum
．Kenn－u。　Tre喬narten　d．　uercetalia

SerratO－　rOSSeSerratae

Quercus　serrata

Magnolia　obova匙a
f）rUn摯s　grayana

Acanthopanax　scladophylloides
Quercus　mongollca　var．　grosseserrata
£vodi・pa籍ax　inn・vans
E嚢・ny凱us　alatus　var。　apterus

Casもanea　crenata
Wlsteria　florlbunda

　Carex　｝ahceo董ata

　Dlsp・ru順s加11aclnu恥
　Polygona雛m　laslanthum
　Smilax　nipponica
　Prunus　verecunda
Be　leiter：

　Malus　sleboldi｛
　Smilax　sieboldii
　Pterid｛um　aqulllnum　var．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　la雛疑scul縫m

　Trlpt…sper職m　jap。nlc。m
　Euonymus　fortunel　var，　radicans
　王lex　crena宅a

　Smilax　biξlora　var．　trinervula
　Soli〔圭ago　v圭rga－aurea　var．　asia£ica

　PyrQla　laponlca
E畿窓・謙繍とndi・・cea　va・…1…ac・・　

随

査　番　号

ｸ年月日
91
V2
7
8

抜　高　度 00
位 S
斜 25

査　面　積 40
木第1層の高さ 正2

木第1層植被率 60
棄第2層の高さ第2層植被率 810

木層の高さ 4

木魑植民率 70
本層の高さ 0！茎

本層植被率 20

現　種　数 44

馬標徴種および区分種
ア　　カ　　マ　　ソ BI 4．4

B 卜

ヤ　マ　ウ　ル　シ S 3・3
K 十

ソ　　　ヨ　　　ゴ S 十・2
ネ　　　ジ　　　キ S ←

リ　ョ　ウ　ブ S 千

ヤ　ーマ　ツ　ツ　ジ S 十

、　　　　　　　　　　　　　國

s　ズ　　ミ　サ　　シ K 十

レ　ソ　ゲ　ツ　ツ　ジ K 十

ナクラスの種
サ　　ワ　フ　タ　ギ S 2．2

K ←

ミャマガマズミ S 1．2
　　　「．A　　オ　　タ　　モ S 1．1

K 十

　匹皿」，R　ミ率カエア S ←

ウリハダカエデ S 十

バクウンボク S 十

ヒトツバカエデ S ←

ツ　　　　　　　ガ S ．←

タ　．ム　　シ　　バ S 十

K 十
オオカメノキ K 十

ナラーミズナラオーダー標徴種

および区分種

R　　　ナ　　　ラ

Bl
十

ホ　　オ

ウン　ミ

コ　　シ

ミ　　ス

タ　カ
＝！　　一マ

ク

フ

ヒ

チ
ミ

タ

カ

ズ
ヤ

ワ

ツ

ツ

イ

サ

ア

ナ
ノ

ユ

ノ　　キ

ズザク　ラ
　　　　　ラ7

ラ

ツ　　メ
ミ

リ

ジ

カ　ゲ　ス　ゲ
　ゴ　ユ　　リ

ヤマナルコユリ
チ　　シ　オ　ア
　ス　ミ　ザ　ク　ラ
伴　種

マ

ノレ

ノレ

ヌ

ノレ

ガ
ラ

　リ

マ
ソ

マ

ミ

シ　チ　ウ
　　ビ

ソ

サ
ゲ
メ

ド　ウ

キ

アキノキリソソウ
イ　チ　ヤ　ク　ソ　ウ

ノ　ガ　　リ　ヤ　．ス

ス　ズ　ム　シ　ソ　ウ

S

B
S
S
S
S
S
S
S
K
K
K
K
K
K
S
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

1。2
　や

1。2
　十

　十

　十

　十

　÷

　．十

　十

1q
　．卜

　十

　十

　÷

　÷

←・2

　・苧

十

十

十

　俸　　　，

　÷

　十

　十
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ナソバンハコベ，ダイコンソウなどの路傍生の植物

か，ノコンギク，フキ，イタドリなどのススキクラ

スの種類も多数生膏している。

　時間の経過とともに立地が安定すれぱ，ススキや

キイチゴ類（1～励μ3）の草原に移行するものと考え

られる。

3．路傍雑草群落　Wegselte－Wi　ldpflanzen－

　　gesellshaft

32）　ナベナ｝エゾノギシギシ群落

　　Dゆ3α0葛3ゴαPOπε偲3－R琵尻就0尻鎚8げ0♂謡3

　　－GesellSchafも（Tab。31）

　七倉ダムの事業所付近の空地に，ナベナの優占す

る高さ2鷹に達する草本植物群落が見られる。生育

地は数年前耕作地として利用しだ形跡があるが，調

　　も
査当時にはほとんど密生した草むらとなっている。

ナベナの他にはヨモギ，エゾノギシギシ，ヒメジョ

オン．ゲンノショウコなど比較的高い三度で生育し

ている。

　ナベナは一般に由薗部の多湿なみぞぎわに生育す

る植物であるが，このようなまとまった群落状態

はあまり見られない。またエゾノギシギシは，おも

にブナクラス域の富養でしかもや＼湿生の高地に見

られる。例えば，河辺の冠水域の粘土質土壌の堆積

する場所，肥料を過剰に与えた人工草地，森林内の

山小屋の周辺など比較的入為的影響の強い場所に生

育する。これらの特徴的な種類によってこの群落は

ナベナーエゾノギシギシ群落として詑録された。

Tab・30 ｶ壁塗播州岬‘μ‘　一Gesellschaft

N蔦d，Auf鷺ahme　： 調 査　　番 号 1 2

王）a乞u｝｝｝　dgAufnahme　　： 調 査　年　月 日 ’7ユ

W20

’71
W20

，　　，

@　　．　●gohe鷺．Meer（加） 海 抜　　高 度 13501350

露xp◎s量tiGn： 方 位 N 醤
鐸eig臓9（。）： 傾 斜 5 5

Grbsse　d．Pτobefl乞che　（7η『）　： 調 査　　面 積 12 12
Hδhe　d．Vegeもatlo鷺（アπ）　’ 植 生 高 2 2

Decku込9δ・Vegeもa£韮On（％）● 植 級 率 90 90

Artenzahl　： 出 葦　　種 数 18 19
Trennarもen　d．Gese11schafも　： 群落区分種

Epilobi㎜　angustifoli㎝ ヤナギラン 5．4 5・5

Eupatorium　chinense　var・sachalirlense ヨツバヒヨドリ 1・2十。2

Arten　d．Miscan乞hetea　si鍛ens圭s　： ススキクラスの種

Aster　ageratoides　var・◎vatus ノコンギク 2。2÷・2

Poもentilla　fragarioides　var・ma壽or キジムシロ o 十

Miscaτ1thus　sine益三S ススキ o 十

Sonstige　Arten　： その他の種
Artemisia　monもana オオヨモギ 1・2 十

Petasites　japonlcus フ　　キ 工．2 ÷

Carex　sp・ スゲ属の一種 1・2 十

Sasa　　paniCUlata シナノザサ 十 1．2

Cueuba｝秘s　b＆ceifer　var・3apo轟ieus ナソバソハコベ 十・2 十

Polyg◎nu願CUSpidaもum イタドリ 十 十。2

Angelica　polymorpha シラネセソキュゥ 十 十

Equise亀um　arvense スギナ 十 十

Galium　japonicum クル笥ムグラ ÷ 十

V圭01a　kusanoana オオタチツボスミレ 十 十

Polyg◎num　debile ミヤマ笹目ソバ 十 o

Sambueus　siebo三dlana ニワトコ 十 o

Ge　u膿　　　j　apo　n　i　c　疑m ダイコンソウ 十 ●

Clinopodiu田　gracile　var・rnulticaule ヤマトウバナ 十 o

P◎asphonδylodes イチゴツナギ 十 o

EUony頴us　oxyphyll鷲s ツリバナ ● 十

Carex　jacens ハガクレスゲ o 十．

御drangea　paniculata ノリウソギ o 十

Trientalis　europaea ツマトリソウ o 十

Fuロdort調査地　Yhma㌻a湯俣
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Tab．31 1）ゆ3¢o麗グαpo偏。駈3－R忽皿e躍。ゐ臨3げ。♂紘3－Gesellschaf乞
ナベナニエゾノギシギシ群落

Nr．d．A“fnahme　：

Datu瓢　d．Aufnahme

Hohe　u．Meer＠）：
Exposition　：
Neigu漁霧（ら　：

Gr6sse　d．Probef1ぎche（㎡）
Hびhe　d・VegeもatiOn　（切　：
Dec｝（uag　d・Vegetaも圭on　（％）

Artenzahl　：

調　　査　番　号
調　査　奪　月　日

海　抜　　蕩
方

言
調　　査　　写
植　　　銀
鼠　　　被

繊　　現　　種

慶

位
斜
積
高

正

数

Trennarten　d．Gese1圭schaft
Dipsacus　japo聡玉cus
Rumex　obもus呈fol圭us

　ArtemiSla　princeps
　Geranium　thu臓bergii
SORsti　e　Arもen　：

　Er圭geron　annu“s
　Po臨praもe琵sis
　Torilis　壽aponica
　Amp熱icarpaea　edgeworthii
　Trifoliu辺　pratense

Fundort調査地：Na簸ak疑ra七番

群落区分種
　　ナ　ベ　ナ
　　エゾノギシギシ
ヨモギクラスの種
　　ヨ　モ　ギ
　　ゲンノショウコ
その他の種
　　ヒメジョオン
　　ナガバグサ
　　ヤブジラミ
　　ヤブマメ
　　ムラサキソメクサ

　　1
171
　　8

　19
900
　L

　15
　　2

　98

9

3。4

3・3

4・4

a。3

3。3

2。3

1。2

匪・2

1。2

　ナベナーエゾノギシギシ群落は，ヨモギ，グソノ

ショウコ，ヤブジラミ，ヤブマメなどの路傍生群落

あるいはソデ群落に多く生ずる種牛を共存する。し

たがって上級単位はヨモギクラスまたはそれに近い

群落単位と考えられ，これに配属される可能性があ

る。

w．植生の保全および
　　　　　　復元についての提案

1。高瀬川流域の植生の特性とその保全について

　高瀬川流域は，地質学的にきわめて変化のある地

域を含んでいる。海抜2，000彫以高の高海抜地は

急傾斜面を霊とし，破砕帯を通る海抜約1，300隅

付近はひかくてきゆるい勾配で北上して流れる。下

流域はふたたび両岸はきり立った急崖となっている。

　高瀬川上流部は野口五郎岳，槍ケ岳，大天井岳な

どが一つの谷で合流するきわめて不安定な地形であ

る。こ㌧は毎年残雪が遅くまで残り，融雪時にはな

だれになって川にとけ落ちる。土壌はきわめて保水

力があるが，多量の降雨や積雪によって，しぼしば

嶺壊を起す不安定地である。

　この地域に生書する植生はミヤマハソノキーダヶ

カソバ群集で代表される。この群集は崩壊地に適応

した低木林であり，屈曲したミヤマハソノキの幹は，

多量の積雪圧にたえ，発達した根群は土砂の移動に

抵抗している。

　亜高山帯域の森林植生で最も安定立地をしめるの

は，林床にコケ植物をもつ，オオシラビソ，シラビ

ソを蛮とした針葉樹林である。これらは，露岩地や

急傾斜地，また多雪地や風衝地などの立地が不安定

になるに従って，夏緑広葉樹の侵入する割合がまし

て来る。亜高山地帯に澄いてもっとも不安定立地に

存続する森林が，ミヤマハソノキーダケカソバ群集

ということになる。

　このようにして見ると，高瀬期流域の河辺環境の

安定には，高海抜地に訟けるこれらの植生の果す役
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割はきわめて大きいといえる。

　中流部のいわゆる破砕帯といわれる不安定な地質

構造の地域は，ひかくてきゆるい勾配ではあるにも

か、わらず，両岸は，急傾斜地とひかくてき緩傾斜

地が交互に出現している。急傾斜面は川の攻撃面に

亘

嘉

多く，露岩地でテラスはほとんど形成されていない。

　この露岩にとむ急傾斜地には，下より上ヘサイゴ

クミツバツツジーツが群集，ウラジロモミ群落，ア
　　　　　ノ
カミノイヌツゲーークロベ群集の順序で配分している。

これらは相観が，林床にわずかの低木と，土壌上に

息綴餌語

z鰯＿＿α
8

3

4

5

6

3

　　　　　　　　　S監dkH亀騨

白g．6　ブナクラス域における流城ぞいの植生配分模式

　　　　Verむeil嚢ngsschema　der　Vegeもation　am　Fluβ

　　　　（Fagetea　Crena乞ae－Gebiet）

葦．　　Ihcま一Thujetum　standishii

　　　　　アカミノイヌッゲークロベ群集
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　　　オオバヤナギードロノキ群集
王）olysticho－Pterocaryetum

　　　ジュウモンジシダーサワグルミ群集

㎞e10－Fage執㎜erenaもae
　　　マルバマンサクーブナ群集
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Fig，7コケモモートウヒクラス域における植生配分模武
　　　　Vert，11。。gssch，m・d・・V・g・t・ti・・am　Fluss　T・k・se（…19・0輔・M・）

　　　　（Vaec祉io－Piceetea－Geb玉et）

1．　Abieもum　veiもeh重i門ma「iesli，Subass●von

　孚s“ga　diversぜQliaシラビソーオオシラビソ群集、

　コメツガ亜群集

2．Offe鵜s　Wasser（Fluss）開放水域

3・孚oisusザPopuletu孤max三mow王cz11
　　　　　オオバヤナギードロノキ群集

4，　Abietu1魏　veitckii－mahesii，　S疑bass・
　von　Cacalia　a（孟e設08七y玉oides

　シラビソーオオシラビソ群集、カニコウモリ亜群集
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Fig．8ミヤマハンノキーダケカンバ群集域における植生配分模式

　　　　　　V，，t，i1。。gsseh，m・d・・V・g・t・ti・・am・b・・e・T・11　des　Fluss　T・kase（・a・2400臨M・）
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コケ植物が多数生育する常緑針葉樹林であることで

共通している。このうち，前二者はブナクラス域に

生育しているが，両者ともに，ブナ群落との生態的

な競争に弱いために，土壌の薄い貧養立地に生育し

ている。

　一方，ひかくてきゆるい斜面や平坦地などの安定

立地は，高瀬川流域の場合は稀に見られるにすぎな

い。緩けい斜地は，上方より，有機質を多く含む崩

積土が堆積しやすいため，肥沃でしかも水分条件に

恵まれている。ブナ林野ではブナが最高の発達をし

めすが，多雪地の場合一般に，ヒメアオキ…ブナ群

集AucubrFagetum　cre澱taeが成立する。高

瀬川流域に澄ける今回の調査では，より不安定立地に

生育するジュウモソジシタ㌦サワグルミ群集が小支

流ぞいに見られるのみで，ブナ林の多ぐは，乾性立

地に生育するマルバマンサクーブナ群集のみであっ

た。

　河川敷はしばしば増水や洪水の機械的作用を受け

る。梅雨期や秋季の多雨は，しばしばこの地方に集

中的な豪雨をもたらし，河川敷は裸地化し，河辺林

の発達はきわめて悪い。

　以上のように，高瀬川流域の森林植生は，海抜高

にとらわれずいずれの場合も乾湿両極端の不安定な

立地条件下に持続して生育している。しだがって，

高瀬川流域の安定性を保持するには，これらの弱い

植生域の保全，保護がきわめて重要である。とくに

河川に人工的な貯水池を造成する際には，その流域

の天然の貯水池である植生の保護は河水の管理より

も先行されなければならない。

2．植生破壊地の植生の復元について

　河川周辺域の豪爾や増水による自然の崩壊地，ダ

ム工事の際にやむを褥ず行なわれた自然破壊地など

はできるだけその立地に適した植生の早急な復

元が要求される。わが国のこの穫の土木工事や道路

建設の際の法画の造成では外来牧草の吹きつけや，

コンクリートの吹きつけなどの，澄ざなり程度の作

業ですませ，植生の後門は全く無視されている。

　高瀬想のように壮年期の地形と未分解の土砂の堆

積の多い地域では，表土の客土は困難である。した

がって有機物の少ない貧養立地にたえる樹種の選定

が行なわれなければならない。

　河川敷には，増水や洪水の影響の程度に応じた植

生配分が見られる。一般に水際より，水流の破壊力

が弱まるに至って，1年生雑草群落，多年生草本群

落，ヤナギ，アキグミ等の低木群落，鵬壊地生のハ

ンノキ林まだはヤナギ高木林，ヤチダモーハルニレ

林を代衰とする湿生高木林というゾーネーショソが

見られる。これらの群落はそれぞれの立地で持続群

落として存続している。

　高瀬州ダムサイト付近では水ぎわの不安定地から

タニソバ群落，テキリスゲ群落，カワラバハコ群落

ネコヤナギ低木群落，ヤシャブシの一斉林，オオバヤ

ナギの高木林，澄よびジュウモソジシタ㌧サワグル

ミ林の順序に配分している。これらの群落のうち，

ヤシャブシ林やオオバヤナギ林は，崩壊地や法面の

緑化復元には，もっとも適している。刈取りの必要

な斜面などではテキリスゲ群落の利用も考えられる。

ブナクラス域に澄ける当地の緑の壌境復元に実際に

用いられる樹種は下記に一覧されている。

　植生の復元計画にあだっては，本来，立地の潜在

的能力を示す潜在自然植生の研究澄よび，潜在自

然植生図の作製が必要である。しかるのちに，それ

ぞれの潜在立地に適した植生や樹種による植生が実

際的な管理方法によって造成されなければならない。

従って高瀬川流域に澄ける本格的な緑の復元のため

には今後の潜在自然植生の研究が行なわれることが

期待される。
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Tab．32　蕩瀬川ダムサイト付近（海抜1，200m）における植栽適腔樹種一覧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コニ　　　　むbersichもstabelle　der　geeig漁eten　Aften　fur　dea　Gr込nplanu捻gen

　　　　　　　d，，Umg。b。・g　d・・D・mmes▽・虚丁・k・・e－F1・β（ユ200rni三・M．）

1 不安定立地　　i 安　　定　　立　　地
1 L・bn・・St・nd。・t　　l Stabiler　Standorも

高 木 オオバヤナギ，ウダイカンバ ミズナラ，ヒトツバカエデ，コハウチ

B乞ume ダケカンバ，ヤマハンノキ ワカエデ，ウリハダカエデ，ハウチワ

カエデ，ウワミズザクラ，イタヤカエ

デ，ヨグソミネバリ，コミネ墨差デ，

カスミザクラ

低 木 　　　oсVャブシ，ネコヤナギ， シナノザサ，ノリウソギ，サワダソ，

Sも掘ucher オノエヤナギ，バッコヤナギ オォパクロモジ，オオカメノキ，ツノ

ヤハズハンノキ ハシバミ，リョウブ，オガラパナ，

コヨウラクソツジ，ナナカマド，コシ

アプラ，ヤマウルシ

葦 本 カワラバハコ，テキllスゲ， オクノカソスゲ，クサソテツ，ヒメカ

Kr銭犠七er コメススキ，ヒメスゲ，ヤマ ソスゲ，オシダ，ジュウモソジシダ，

ヌカボ，ヒメノガリヤス， ユキザサ，ナライシダ，ヤマソテソ，

ススキ，イタドリ，オオ…ヨモ シラネワラビ

ギ，フキ，ヤマハハコ，　ソル

ヨシ

つる植物 ソタウルシ，ツルアジサイ

Lianen－

Pflanzen

V．　ま　と　め

　1971年7，8月お・よび翌年7月の3園にわだり

高瀬想流域の山地帯から亜高山帯を中心に植生調査

が行なわれた。本調査地域は地形が急峻であること

と山が深いことなどから比較的霞然植生がよく残存

し，山地帯にお・いて若干の代償植生が認められるに

すぎない。

　植生学的には裏漏本型の傾向を示しているが表〔1本

型の要素を包含した槙分もみられ，複雑宏植生を形

成している。調査の結果認められた群集，群落は次

の通りである。

ブナクラス

　ササーブナオーダー

　　チシマザサーブナ群団

　　　マルバマソサクーブナ群集

　　　ウダイカンバーミズナラ群落

　　　コメツガーウラジロモミ群落

　　ツガ群団

　　　サイゴクミッパッッジーツが群集

　ヒノキークロベオーダー

　　シャクナゲークロベ群団

　　　アカミノイヌツゲークロベ群集

　ヤチダモーハルニレオーダー

　　サワグルミ群団

　　　ジュウモンジシダーサワグルミ群集

来決定クラス
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　コナラ㎝ミズナラオーダー

　　イヌシデーコナラ群団

　　　カスミザクラーコナラ群落

　　ミズナラーアカマソ群団

　　　ヤマツソジーアカマツ群集

ススキクラス

　ススキオーダー

　　ススキ群団

　　　シナノザサーススキ群落

コメツツジーハコネコメソツジクラス

　コメツツジーハコネコメツツジオーダー，

　　ツガザクラ群団

　　　チョウジコメツツジ群落

未決定クラス，オーダー

　　フジアザミーヤマホタルブクロ群騒

　　　フジアザミ群落

未決定クラス，オーダー，群団

　　　テンニンソウ群落

　　　テキリスゲ群落

　　　ヤナギラン群落

コケモモ『トウヒクラス

　シラビソートウヒオ’一ダー

　　シラビソートウヒ群騒

　　　シラビソーオオシラビソ群集

　　コケモモーハイマソ群団

　　　コケモモーハイマツ群集

ミネズオウークロマメノキクラス

　ミネズオウークロ、マメノキオーダー

　　ミネズォウークロマメノキ群団

　　　コメバツガザクラーミネズオウ群集

未決定クラス，オーダー，群騒

　　　ヒメスゲーコメススキ群落

　　　クロマメノキーアカモノ群落

ダケカソバーキソボウゲクラス

　ニダケカンバーキソポウゲオーニダー

　　ミヤマハソノキーダケカソバ群団

　　　ミヤマハソノキーダケカソバ群集

　　　カツラーダケカソバ群落

　　シナノキソバイーミヤマキソボウゲ群団

　　　クロトウヒレソーミヤマシシウド群集

オノエヤナギクラス

　オオバヤナギードロノキォーダー

　　　オオバヤナギードロノキ群集

　ヤシャブシーコゴメヴツギオーダー

　　　ヒメノガリヤスーヤシャブシ群集

未決定クラス，オーダー，群國

　　　ミヤマイ群集

コマクサーイワツメクサクラス

　コパノツメクサオーダー

　　イワツメクサ群団

　　　ミヤマクワガターウラジロタデ群集

　　　イワスゲータカネツメクサ群i落

　　タカネスミレ・一ヒメイワタデ群団

　　　コマクサータカネスミレ群i集

チングルマクラス

　チングルマオーダー

　　アオノソガザクラ群団

　　　タカネヤハズハハコーアオノツガザクラ群集

小型スゲクラス

　ニグラスゲオーダー

　　バクサソスグ群団

　　　エソ，ホソイ群集

チャセソシダクラス

　イトイオータ，一

　　イトイ群団

　　　イトィ群落
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                        Zusammentassung

 Pflanzensoziologisehe Studien Uber die subalpine und die montane Stufe des

Flufigebietes Takase (Pr'a'fektur Nagano in Mittel - Japan)

                             von
 Akira Miyawaki ,Hiroshi }Iarada und Shigetoshi CEkuda(Department of Vbgetatien

Science,Institute of EnvironmeRtal Seience and Techne}ogy, Yokohama National Uni-

versity)

Vom Juli 1971 bis Juli 1973 wurden in drei Sommern vegetationskuRdliche

Gel'a'ndearbei£en in der mentanen sewie in der subalpinen Stufe in Bereich des
Zukunftigen Staubeckens des Flufigebletes Takase durchgef'u'hrt･Das UBtersuch-

ungsgebiet besteht aus hohen Bergen mit steilen }Ih:ngen･Dadurch hat sich die

natli'riiche Vegetation verh'd1tnifuPig gut erha1ten.

Nur in der montanen Stufe wachsen einige Ersatzgesel}schaften･

 Gese}lschaften der JapanischeR Mk)er Seite herrschen vor aber aueh pazifi-

sehe Arten fehleB nicht und bedingen die Ausbi!dung eiRer Artenreichen stark

gegliederten Vegetation. Durch den Vergle!ch der Gesellsehaft Tabellen sind

£olgende Assoziationen und Gesellschaften erkaRnt worden:

Fageteacr･enataeMiyawaki,Ohbaet)vfurase1964 ,
  Saso kurilensae - Fageta}ia crenatae Suz, - Tok.l967'

    Saso kuri}ensae- Fagion crenatae Miyawaki, Ohba et imrase l964

      Hamamelo - Fageeum crenatae Miyawaki, Ohba ee Okuda l968

      Betttla maximewieziana nv Quercus nLonyeeica var.grosseserrata -

      Gese}1schaft

      Tsuya diversifolia - Abies homolepis - Gese}lschaft

    Tsugion sieboldii Su2･- Tok･1953

      Rhododendro - Tsugetuin sieboldii Yamazaki et Nagai 1960

  Cltamaecypario ' Thujetalia standishii Ohba 1973

    Rhododendro 'w' Thujion standishii Miyawaki,Ohba et Okuda 1968

      Ilici - Thu3etum standishii Yarnazaki et Nagai 1960

  Fraxino - Ulmet'alia Suz. mTok･i967

    Pteroearyion rhoifoliae Miyawaki, Ohba et Murase l964

      Polystieho - Pteroearyetum Suz.-Tek.et all 1956

noch nieht bestimmte Klasse

  Quereeta}ia serrato m grosseserratae Miyawaki et all l971

    Carpinio e Quercion serratae Miyawakl et all 1971

      Prtenus vereeunda - Qtceretss serrata - GeseHschaft

    Querco pt Pinien densif}erae Suzuki et Toyohara 197i

      Rhodoreto - PiRetum densiflorae Suz･- Tok･et Usui 1952
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Miscanthetea sinens}s Miyawaki et Ohba l970

  Miseanthetalia sineasis Miyawaki et ekba 1970

   Miscanthion Suz･- Tok･et Abe 1959

      Sasa panieulata - Miscanthus sinensis m Gesellshaft

Rhedodendretea tschonoskii mu tsusiophyllae Ohba i973

  RhGdodendretalia tseheneskii '- tsllsiophyllae Ohba 1973

    Phyllodoc}on nipponicae Miyawaki,Ohba et Okuda 1968

     Rhododenclron tsehonoskii var.tetramerum - Gesellschaft

Klasse u:Ordnung - Zugehorigkeit noch nicht geklart

    Cirsio - Campanulion Ohba 1969

      Cirsitem purpurattem m Gesellschaft

Klasse,Ordnung u･Verbands - Zugeh' o'rigkeit noch nicht gekl' a'rt

      Leueoseeptrtem iapuonicum - Gesellschaft

     Careec htotensis - Gesellschaft

     Epilobitcm anyustifegizem - Gesellsehaft

Vaecinio - Pieeetea Br.- Bl. I939

  Abieto mu Pieeeta}}a Miyawaki,Ohba et Okuda 1968

    Abieto - Piceio" Miyawaki,Ohba et Okuda 1968

     Abietum veieehii - mariesii rvlaeda 1958

   Vaccinio - Pinion puinilae Suzr Tok.1964

     Vaccinio m Pinetum pumiiae A(laeda et Shimazaki l951

Loiseleurio - Vaceinietea Eggler 1952

  Loise}eurio ' Va¢cinietalia Egg}er l952

    Loiseleurieto - Va¢einion BrrB}.l926
     Arcterico - Loiseleurietum Ohba ex Suz･nv Tok.l964

Klasse,Ordnung u･Verbands" Zugeh'o'rigkeit Roch nicht gekl'sirt

     Careec oxyanclra - DeseEampsis flexuosa - Gesellsehaft

     Yaectnium uli.ainosum mu Gaultheria adenothrix rm Gese}}schaft

Betu}o - Ranunculetea Ohba 1967

  Betulo v Ranunculetalia Ohba '1968

    Alno - Betu}ion ermanii Ohba 1967

     Alno H Betuletum ermanii Ohba 1967

     Cereidiph.wltium ]'aponicum w Betala emanii - Gese}lsehaft

    Trollio-RanuneullonOhba1968 ･
     Saussureo ww dngelicetum Ohb.a l967

Salieetea sacha}inensis Ohba l973

  Toisuso - Populetalia maximowiezii Ohba i973

     Toisuso - Populetum maximowiezii Ohba 1967

  Alno - Sa}icetalia serrissaefoliae Ohba l973

     Calamagrosti - Alnetumfirmae Miyawaki,Okuda u･ Fujiwara l971
K}asse , Ordnung u･Verbands - Zugehorigkeit Roch nicht gekl'a'rt
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　　　　3慧ncetu搬ber三ngensis！鴨yawaki，Ohba　et　Okuda　1969

Dicentro－　Sもellarietea　海ipPQ箆1cae　Oh聖）a　1969

　M三n膿rte乞aha　vemae　japohicae　Ohba　1968

　　Sもellarion聡ipp◎捻ieae　O轟ba　1969

　　　　Veronico－poユygoneもurn　weyrichiiOhba　1969

　　　　0αγ8認露8παπ6ん¢　　｝　潔乞π払αγ師αん。乃己08π廊3　－　Gesellscha£t

　　Vlolo｝Polygonion　ajanensisOhba　1969
　　　　DicenもroごV三〇1et疑m　crassae　Ohba　1969

Geumetea　pe轟tapetalae嫉童yawaki，Ohba　etOk登da　1968

　Ge昼搬etalia　pentape七alae瓢iyawaki，Ohba　et　Okuda　1968

　　Phyllodoceion　aleutieae　Ohba　1967

　　　　A轟a．phalho－　Phyllodocetum　ale疑乞icae　Ohba　1967

Parv◎caτicetea　Den　Held　et　W奄sthoff　1969

　Cariceもaどia　nigrae　W・KIQch　1926

　　Car呈。重Qn　curto一簸igrae　W・KQch　1926

　　　　3u無cet㎜fihfQrr籍is　curva捻e　M玉yawaki，Ohba　et　Okuda　1968

Asplen呈eもea　rupestr重s　Br・一　BL　　1934

　Junceもaha憩aximowieziiOhba　1973
　　　Junc王on孤ax電磁owi　ez員　Ohba　1973
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写真5．不安定な雪崩斜面に発達するミヤマハンノキーダケカンバ群集（三俣蓮華岳付近）

　　Alno－Bet鷺1etum　　erInaゑ　ii　　a慧flabi玉enLawinen－H互ngeRdes
　　Berges　Mi　t6umata－renge（2500m詠M．）．

写真6．安定した中性立地に発達するマルバマンサクーブナ
　　群集（不動滝付近）

　　Physiognomiedes壬｛amamelo－Fagetum
　　crenatae，　das　auf　mittleren　Standorten
　　w蓋chst（bei　Fudo¶o－taki）
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写真10．
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